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要 約 
マリ国は、西アフリカの北緯 10 度～25 度､西経 4 度～12 度に位置しており、北部でアルジェリア、

西部でモーリタニアとセネガル、南部でギニアと象牙海岸、東部でブルキナファッソとニジェールに

それぞれ国境を接する内陸国で、国土の面積は 1,240,192 平方キロメートルである。 

マリ国の気候は、北からサハラ砂漠帯－ステップ帯－サバンナ帯からなり、年間降雨量は 20mm～

1,250mm である。本協力対象地域の各州都の降水量はカイで 590mm、セグーで 600mm、モプチで

430mm である。マリ国は高温乾燥気候帯にあるため、降雨量に比べて乾燥の程度が激しく、たびたび

旱魃に見舞われている。 

マリ国の人口は世銀統計資料｢世界開発指数(2002)｣によれば 2000 年に 1,084 万人で就業人口の約

80%が農村部の農業･牧畜(遊牧)等に従事しており､産業構造別 GDP 比で､農業 45.8%､鉱工業 17.1%、

サービス業 37.1%を示し、一人当たりの GNI は 240US ドルである｡ 

2000 年及び 2002 年に隣国の象牙海岸で紛争があり､マリ国への貨物の輸送等が顕著に減少し､物価

の上昇を引き起こしたが、2003 年には紛争が終結し、物価は下降しつつある。我が国は､マリ国から

実綿､油脂原料用の種等を輸入し(2000 年輸入額 127 万ドル)､同国に自動車､オートバイ等を輸出して

いる(同輸出額 573 万ドル)｡ 

マリ国全域で安全な飲料水を確保できる人口の割合は現在 65%にとどまっており、そのうち都市部

における給水率は 87%、村落部では 57%に過ぎない。安全な飲料水を確保できない村落部住民は、飲

料水を河川水、沼水、溜り水などから得ており、危険な水因性疾病の発生や乳幼児の高い死亡率の原

因となっている。また、近くに井戸が無いことから水汲みは就学期の児童や婦人に過酷な労働を強い、

就学や就職の機会を阻み、村落部の貧困の原因となっている。 

マリ国政府は UNDP の協力を得て水資源開発マスタープランである｢水資源開発基本計画

SDRE(1992～2001)｣を策定した｡さらに 1997 年世銀等の協力を得て｢1998～2002 年農村インフラ整

備計画(PNIR)(農村開発･水省)｣を策定し､この一環として 1村に最低 1つの衛生的な点水源建設方針が

策定された｡ 

マリ国はこれらの上位計画の実行計画の 1 つとして貧困撲滅及び総疾病の 60%を占める水因性疾病の

撲滅を目指す｢五ヵ年計画(2000～2005)｣を策定し、2002 年度までに給水率 80%達成の目標を挙げたが､

未だ到達できていない｡マリ国は上記 SDRE を継続するものとして 2002 年に SDRE2002 年版を策定し、

村落給水事業を高い優先順位で継承し、給水環境の改善を目指している。 

本計画は､これらの上位計画に基づいたものであり､中でも給水率が低いカイ州､セグー州､モプチ州

の村落部において､住民に対し安全かつ安定した飲料水の供給を目的として 2000 年に我が国に無償資

金協力を要請してきたものである。 

日本国政府は要請内容を検討の結果、本計画に関する基本設計調査の実施を決定し、国際協力事業

団は、平成 15 年 2月 24 日から 4月 23 日まで基本設計本調査団をマリ国に派遣した。調査団はマリ国

外務省、鉱山・エネルギー・水省等への表敬及び鉱山・エネルギー・水省水利局との協議を行い、引
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き続き給水セクターに関する資料収集、社会経済調査及び自然条件調査等の現地調査を実施した。ま

た、調査団は、帰国後調査結果を基本設計概要書案としてまとめ、国際協力事業団は、基本設計概要

説明調査団を平成 15 年 7 月 7 日から 7 月 16 日までマリ国に派遣した。 

本計画の要請は 2000 年に提出されており、その後のマリ国の政策や社会条件に変化が生じているこ

とから、計画の実施にあたっては内容を再検討する必要があった。現地調査初期にマリ側より調査対

象村落リストが各州の水利支局を通じて提出され人力ポンプ（手押しポンプ、足踏みポンプ）付き深

井戸（レベルⅠ）対象 350 村落、小規模給水施設（レベルⅡ）対象 10 村落が確定した。 

当初、マリ国が要請していた車輌搭載型井戸掘削関連機材については、マリ国では、現在、各種機

関を民営化或いは民間委託方式に切り替えていく政策を取っているため、水利局も井戸掘削部門を民

間委託方式に移行中であるとして、基本設計調査の協議の段階で同要請を取り下げた。 

マリ国では各給水施設の規模、種類、数量等について、水資源開発基本計画（マスタープラン）の

規定に基づき下記のように設定されおり、後述のとおり基本設計策定時に、これを設計方針とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本協力対象事業では、基本的に上記 1)及び 2)の a)に相当する村落を対象にし、1)に属する村落につ

いては、「1 村に最低 1 基」という、マリ国の最近の水資源開発の方針に基づき、人口約 100 人程度の

村落も対象に含めた。 

要請給水施設建設対象村落の絞込み基準は以下のとおり。 

給水施設建設対象村落の絞込み基準 

施 設 絞込み基準 

レベルⅠ 
必要性の高さ、維持管理意欲・対象村落へのアクセス路・治安状況・水理地質等に問題が無い

こと 

レベルⅡ 
レベルⅠの基準に加え裨益効果、維持管理能力等を含む社会経済状況等から必要な村落のみを

対象とする 

人力ポンプ付き深井戸につき、モプチ州にはまとまって地下水位が低い地区がありここの２５村落

につき、深い地下水位に適した、構造が簡単で補修が容易な足踏みポンプの使用とする。その他の

対象村落には手押しポンプ付深井戸を設置することとする。 

小規模給水施設建設候補１０村落のうち、小規模給水施設建設対象となった 3 村落以外の村落につ

いては、その村落が社会経済調査の人力ポンプ付深井戸建設条件に適合し、かつ、既存の給水施設１

1）人口 2,000 人未満の村落については、人力ポンプ付深井戸による給水施設とし、人口

400 人に対して 1 基とする（給水原単位 20ℓ/人/日）。 

2）人口 2,000 人以上、10,000 人未満の村落については、小規模給水施施設による給水と

する（給水原単位 20ℓ/人/日）。 

なお、人口規模により次のように設定する。 

a) 人口 2,000 人～5,000 人：共同水栓による給水 

b) 人口 5,000 人～10,000 人：共同水栓及び個別水栓による給水 

3）人口 10,000 人以上の町については上水道施設とする。 
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ヵ所を 2,000 人以上が利用し、将来の維持管理に対する経済性や意識が高い 1 村落についてのみ人力

ポンプ付深井戸建設を行うこととする。 

また、太陽光エネルギー源による給水施設建設の要請については、太陽電池は雨期の日照不足時の効

率が極端に低下すること、太陽光システムの更新に高額な費用を要すること等の理由により、ディーゼ

ルエンジン発電に変更して設計することとし、マリ国側はこれに同意した。 

実施に当たり、無償資金協力「ギニアウォーム対策村落給水計画」において日本から調達した掘削

機材及び関連機材等の利用も検討したが、オーバーホール等に伴う経費が新規購入以上にもなること

から、それを利用しないこととした。 

以上の結果、協力対象事業の内容及び規模は次のとおりである。 

要請内容に対する変更 
時
期 要請内容・変更要請内容 数 量 備  考 

カ イ 州 111 村落  
セ グ ー 州 101 村落  ①手押しポンプ付深井戸建設 350 村落 
モ プ チ 州 138 村落  

②太陽光エネルギーによる給水施設建設 10 村落 － 

要 
 
請 

③車輌搭載型井戸掘削関連機材等 1 式 － 
 ①人力ポンプ付深井戸建設  州 名 村落数 新規給水人口 

カ イ 州 89 村落 46,032 人 
セ グ ー 州 81 村落 56,975 人 

（手押しポンプ 208 村落） 
（足踏みポンプ 25 村落） 

給水原単位 20ℓ/人/日 
233 村落 

モ プ チ 州 63 村落 32,040 人 
  合 計 135,047 人 
②ディーゼル発電機による給水施設建設

給水原単位 20ℓ/人/日 3 村落 － 

基
本
設
計 
 

③車輌搭載型井戸掘削関連機材等 取下げ － 
手押し／足踏みポンプ付深井戸          ： レベルⅠ給水施設 
太陽光エネルギー／ディーゼル発電機による給水施設： レベルⅡ給水施設 

 
本計画を実施することにより直接効果として、次表の通りカイ州、セグー州、モプチ州における給

水設備が整備され、対象各州の給水達成率が向上する。 

協力対象事業の給水人口及び達成給水率 
実施前 実施後 
2002 年 協力対象事業終了時（2007 年） 州 名 

州給水人口 給水率 新規給水人口  州給水人口 給水率 
カ イ 州 622,908 55% 46,032 668,940 59% 
セ グ ー 州 790,310 60% 56,975 847,285 64% 
モ プ チ 州 584,515 45% 32,040 616,555 48% 
合 計 1,997,733 53% 135,047 2,132,780 57% 

間接効果として水因性疾病の発生や乳幼児の高い死亡率が軽減され、また、就学期の児童や婦人が

水汲みの過酷な労働から開放されることになり、それらの人々に就学や就職の機会を与えることが期

待される。 

給水施設の運営･維持管理のために必要とする費用は、施設の補修費、点検費、更新費、運転(燃料)

費等があり、これらの費用は受益者負担とする。長期的に安定した維持管理を行うためには維持管理
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費用を上回る料金徴収を行う必要がある。社会経済調査によれば住民は施設の更新を含めた水料金を

支払う能力があり、長期にわたる運営維持管理は可能と判断される。 

本協力対象事業の全体工期は実施設計を含めて 38 ヶ月、概算総事業費は 14.78 億円（日本：14.59

億円、マリ：0.19 億円）と見積もられる。但し、概算事業費が即、交換公文上の供与限度額を示すも

のではない。 

本計画はマリ国の上位計画に基づいたものである。本計画対象地域では給水率が 53％で多くの住民

がまだ安全な飲料水を確保しておらず、住民への清浄な飲料水の安定供給は緊急の課題である。本計

画で給水施設建設対象として選定された村落の住民は、衛生的な点水源を持たず、現有の伝統井戸は

不潔で、乾期には涸れることから施設建設を強く欲しており、かつ、維持管理に対する積極的な姿勢

が見られる。 

本協力対象事業を実施することにより新規給水人口が 135,047 人となり、給水状況が改善される。

マリ側の強い要望、期待される効果および協力の範囲から本計画を無償資金協力として実施すること

は妥当であると判断する。 

水利局は井戸掘削部門を民間委託方式に移行中であるとして、今後直轄工事を行わないとのことで

あるが、本計画実施に当たり、日本側の給水施設建設の管理技術の移転を受け、今後の民間委託工事

の効率的な実施に資することが必要と考える。 

また、完成施設の利用及び維持管理に関し、給水施設受益村落に対し効率的な運営維持管理のため

の指導が必要である。基本設計調査時マリ側は受益村落に対し、水利局を通じ、水管理委員会の設置

および維持管理の技術指導を行うことを約束した。 

本計画で建設する給水施設の長期にわたる有効利用のために、水利局が予算を確保し、維持管理指

導体制を強化して受益者の維持管理意識及び技術をより高め自主的な運営に当たれるように継続的な

指導をすることを提言する。 

なお、｢マ｣国は、現在世銀の協力により 2004 年から 2015 年にかけて実施されるミレニアム開発目標で

ある「安全な飲料水を利用できない人の割合」の半減のための国家プログラムを策定中であり、既存井戸

のマッピングを行っている。これにより、全国の給水状況を各州単位で把握し、今後の計画を策定する予

定である。また、この全体計画策定後、計画実施のために日本側へも新規計画への協力要請を予定してい

るとのことである。 

iv
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第 1 章 プロジェクトの背景 
1-1 当該セクターの現状と課題 
1-1-1 現状と課題 
マリ国（以後、｢マ｣国と記載する）は、西アフリカの北緯 10 度～25 度､西経 4 度～12 度に位置しており、

北部でアルジェリア、西部でモーリタニアとセネガル、南部でギニアと象牙海岸、東部でブルキナファッ

ソとニジェールにそれぞれ国境を接する内陸国で、国土の面積は 1,240,192 平方キロメートルである。 
｢マ｣国の気候は、北からサハラ砂漠帯－ステップ帯－サバンナ帯からなり、年間降雨量は20mm～1,250mm

である。本協力対象地域の各州都の降水量はカイで590mm、セグーで600mm、モプチで430mmである。｢マ｣

国は高温乾燥気候帯にあるため、降雨量に比べて乾燥の程度が激しく、たびたび旱魃に見舞われている。 
現在安全な飲料水を確保できる人口は「マ」国全域で 65%にとどまっており、そのうち都市部における

同人口は 87%、村落部では 57%に過ぎない。安全な飲料水を確保できない村落では、飲料水を河川水、沼

水、溜り水などから得ており、就学期児童や婦人は水汲みの過酷な労働を強いられている。このことが就

学や就職の機会を阻んでおり、村落部の貧困の原因となっている。 
 

1-1-2 開発計画 
｢マ｣国政府は UNDP の協力を得て、①食料自給体制確立、②長期的飲料水確保、③砂漠化･乾燥化への

対応を骨子とし、特に給水率の低い農村部の給水率向上を目指した、水資源開発マスタープランである｢水

資源開発基本計画 SDRE(1992～2001)｣を策定し、これを基に資金計画を中心とした“1992～2001 年戦略

と計画"を策定した。さらに 1997 年世銀等の協力を得て｢1998～2002 年農村インフラ整備計画(PNIR)(農
村開発･水省)｣を策定し、この一環として 1 村に最低 1 つの衛生的点水源建設方針を決定した。 
｢マ｣国はこれらの上位計画の実行計画の 1 つとして貧困撲滅及び総疾病の 60%を占める水因性疾病の撲

滅を目指す｢五ヵ年計画(2000～2005)｣を策定した。さらに、上記 SDRE を継続するものとして 2002 年に 
SDRE2002 年版を策定した。 
｢マ｣国は、現在世銀の協力により2004年から2015年にかけて実施されるミレニアム開発目標である「安全

な飲料水を利用できない人の割合」の半減のための国家プログラムを策定中であり、既存井戸のマッピングを

行っている。これにより、全国の給水状況を各州単位で把握し、今後の計画を策定する予定である。また、こ

の全体計画策定後、計画実施のために日本側へも新規計画への協力要請を予定しているとのことである。 
 

1-1-3 社会経済状況 
（1）建設事情／業界の特殊事情 

1）建設事情 

マリ人の一般建設業者は、老朽化した機材の使用による作業中の故障等によりコンクリートの打設が中

断し、接合部の強度が不足したり、品質の悪いセメントや骨材の使用により所定の強度が得られない場合

があり品質管理に注意を要する。また、マリ人業者は、①納期厳守、②アフターサービス、③引渡し場所、

④新旧資材仕様の差異認識、⑤瑕疵等に対する意識があまり高くなく、綿密なチェックが必要である。 

2）業界の特殊事情 

｢マ｣国では、受注が雨期後の一時期に集中するため、発注手配の時期に注意を要する。また、受注が

安定しないため、固定費を極限まで避け、技術者や車輌は受注時期に召集し、その他の期間は無給、無
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経費の状態が続いており、日本の場合のように“空き時間や期間の先行投資的受注”は行われない。し

たがって、受注時に必要な機材の整備・購入を行うので 40%ほどの前払い金を必要とする。 
 

1-2 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 
本計画は、「マ」国政府が 1-1-2 に示す上位計画に基づいて住民に対し安全かつ安定した飲料水の供給を

確保することを目的として 2002 年度までに給水率 80%達成の目標を挙げたが未だ達成せず、「五ヵ年計画

（2000～2005）」を策定し、給水率が低いカイ州、セグー州、モプチ州の村落部に対し我が国に無償資金

協力を要請してきたものである。 
1-3 我が国の援助動向 
｢マ｣国は、1972 年の世界的な大旱魃により家畜が壊滅状態に陥った当時の第 7 経済区（現在のガオ州と

キダル州に及ぶ地域）の地下水開発を我が国に要請した。我が国はこれに対し、1978 年から 1990 年まで

断続して“マリ共和国地下水開発計画調査(1978～1982 年)”、“マリ共和国地下水開発計画(1985 年及び

1990 年)”等の地下水開発計画協力を行った。 
その後、｢マ｣国政府は給水率の低い村落部の給水計画を重視し、1-1-2 に示す上位計画を策定し、クリコ

ロ州おける実行計画として “クリコロ州村落飲料水需要対応計画”を策定した。その一環として人口が多

く給水率の低い、バマコ市周辺のカチ、クリコロ、カンガバ３地区の給水状況改善のために我が国へ資金

援助を要請した。これを受け我が国は “カチ地区給水計画(1996 年度)”及び “カチ・クリコロ・カンガ

バ地区給水計画(2000～2001 年度)”の無償資金協力を行った。 
また、1994～1996 年に緊急計画として“ギニア・ウォーム対策村落給水計画(1994～1996 年度)”、“コ

ロフィナ地区給水計画(1996～1998 年度)”の無償資金協力を行ったほか“開発調査 セグー地方南部砂漠

化防止計画調査(2000～2003)”を行っている。 
 

1-4 他ドナーの援助動向 
他ドナーの援助に関しては、規模の大きなものとして世界開発銀行(IBRD)、フランス開発庁(AFD)、ア

フリカ開発銀行(BAD)によるものがあり、その他ドイツ復興銀行(KFW)、イスラム開発銀行(BID)、
UNICEF 等が協力を行なっている。  

AFD の協力はセグー及びモプチ州の本計画近接地で実施しているが、対象村落は異なり、既存井戸のリ

ハビリを目的としている点で本計画と異なる。また、その他のドナーの援助についても対象村落及び援助

内容において重複はない。 
 

表 1.1.1 他ドナーの援助 
金 額 

援助団体 プロジェクト名 
予 算 円換算* 期 間 

IBRD カイ・クリコロ・シカソ・セグー州 
村落給水事業 

2500万US$ 30.0億円 2001～2004 

AFD シカソ・セグー・モプチ州村落給水事業 51億FCFA 9.3 億円 2002～2004 
BAD セグー州給水システムリハビリ計画 6.1億FCFA 1.1 億円 2002～2003 
KFW カイ州給水事業 1000万FCAF 183 万円 2003～2007 
AFD ディアマ・ニオロ地区 21 村落給水事業 400万FCAF 73 万円 2003～2005 
BID カイ・クリコロ州給水事業 226万FCAF 41 万円 1999～2003 

(各州水利局地方支所での聞き取り調査結果による。*1euro=656FCFA=1US$=120 円とする。) 
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織人員 
プロジェクトの実施機関は｢マ｣国の鉱山・エネルギー・水省（国家）水利局であり、プロジェクト

の運営は、カイ州・セグー州・モプチ州の各支局が管掌する。 

 

(1) 実施機関名 ：鉱山・エネルギー・水省水利局（以後、「水利局」と記載する） 

(2) 運営機関 ：水利局のカイ州・セグー州・モプチ州各支局 

 

水利局（DNH）の組織は､1999 年 6 月に正式に認められ､前身の水利・エネルギー局（DNHE）の

村落給水部門を引き継ぐ形となった。現在の組織は図 2.1.1 に示すとおり以下の 5 つの部で構成され

ている。 

1）農村水利部 

2）都市水利部 

3）水資源調査部 

4）水利改善部 

5）基準･法規部 

また､これとバマコ支局及び 8 地方支局､水質検査所､資料･情報センタｰ及び修理工場等からなり､こ

れらの中に約 300 名（1999 年）の職員が配置されており、近年地方分権化により地方局の拡充を図っ

ている。 

DNH の村落給水部門における政策目標は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)新規水源の確保､既存水源の維持管理 

b)水源が社会･経済に与える影響の評価､村落住民への啓蒙活動 

c)伝統的な手掘り井戸の改善 

d)ポンプの種類の制限とそれに伴う井戸修理人の育成 

e)財政的に自立した水管理委員会の設立促進 

f)衛生的現代式点水源(主としてハンドポンプ付き深井戸､コンクリｰト式筒井戸を含む)

の無い村に最低 1 本の現代式点水源の設置 
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2-1-2 財政・予算 

（1）財 政 

｢マ｣国の国家財政は下表のとおりである。 

表２.１.１ ｢マ｣国の国家財政  

単位 100 万 FCFA 

国家歳入 歳 出 残 高 
財政年度 

金 額 対前年比 金 額 対前年比 金 額 対前年比 対歳出比 

1997 236,300  350,400  -114,100  33% 

1998 254,900 +8% 383,500 +9% -128,600 -13% 34% 

1999 272,700 +7% 417,500 +9% -144,800 -13% 35% 

2000 269,900 -1% 440,100 +5% -170,200 -18% 39% 

2001 320,100 +19% 532,600 +21% -212,500 -25% 40% 

出典：BULLETIN YRIMESTRIEL de CONLONCTURE (Mai 2002) 

 

｢マ｣国の 1998 及び 1999 年の国家歳入はそれぞれ前年度比 8%及び 7%の増加がみられる。2000 年

の歳入は-1%に減少しているが、同年の歳出は 5％増加していることから残高は-18％になっている。

また、2001 年には歳入が+19％伸びたが、歳出が+21％に増えているため、残高が-25％になっている。 

「マ」国の国家財政は連年対歳出比 30～40％の歳入欠陥を続けており、これを対外債務等で補充し

ている。 

 

（2）水利局の予算 

｢マ｣国の最近の水利局予算はつぎのとおり、僅かながら増加傾向にある。この内訳は職員給与、事

務用品費、車両維持管理費、燃料費の他、外国援助プロジェクトに参画する職員の経費等である。 

表 2.1.2 水利局の予算         単位 100 万 FCFA 

年 度 1997 1998 1999 2000 2001 

年間予算 250 280 293 317 367 

職員数(人) 228 230 230 227 229 
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2000 年～2001 年の水利局のプロジェクト予算及び水利局予算の詳細は巻末の付帯資料８に示す。

水利局の予算書には普通ドナー援助等を見込んだプロジェクト予算全てが予算額として集計されてい

るが、実績額は予算額の 60～90％である。プロジェクト予算の大部分は外国援助に頼っているが、農

業水利や、ニジェール川航路に関するプロジェクトに関しては 14%～15%程度を自己負担している。 

2-1-3 技術水準 

｢マ｣国では、我が国を含む多くのドナーの援助によるプロジェクトで多いときには年間数 100 本規

模の飲料水用井戸が建設されており、それらのプロジェクトには、水利局或いは水利局支局の水理地

質、給水、井戸掘削、機械の各技術者或いは運営維持管理教育担当者等が参加している。また、小規

模給水施設建設村落の運営維持管理教育については、1994 年からドイツの資金協力とフランス人技術

者の指導により、水利局内に置かれた CCAEP（Cellure de Conseil aux Adduction d’Eau Potable:飲

料水供給施設顧問班）と呼ばれる組織の指導により、給水プロジェクトごとに水利局或いは水利局支

局のスタッフによる対象村落住民への教育が行われてきた。 

それらのプロジェクトをとおして、本プロジェクトの実施及び運営機関の技術者は井戸建設、施工

及び運営維持管理教育に関する知識と多くの経験を持ち合わせており、本協力対象事業を実施できる

水準に達している。 

2-1-4 既存施設・機材 

水利局の地方支局は 8 箇所あり、何れも州都におかれており、事務所と簡易な機材修理基地よ

りなる。本計画対象地域にはカイ、セグー及びモプチ地方支局があり、このうちモプチ支局には

我が国の先行案件の「ギニア・ウォーム対策村落給水計画」で供与の車両修理基地があり、同時

に供与の車載式掘削機及び支援車両 2 式の内の 1 式がここの所属となり、他の 1 式はトンブクト

ゥ地方支局の所属となっている。水利局保有の掘削機は以下の通りである。 

表 2.1.3 水利局保有の掘削機 

掘削機 供与国 供与年 現 状 所 属 備 考 

FAILING ﾌﾗﾝｽ 1983 使用可 ﾓﾌﾟﾁ地方支局 顕著に老朽化。UNICEFF ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使用。 

FAILING ﾌﾗﾝｽ 1983 使用可 ﾊﾞﾏｺ支所 顕著に老朽化。 

TOP 200 日本 1983 使用可 ｶﾞｵ地方支局 顕著に老朽化。 

TOP 200 日本 1995 使用可 ﾓﾌﾟﾁ地方支局 老朽化。ｷﾞﾆｱ･ｳｫｰﾑ対策村落給水計画で供与。
後 UNICEFF ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使用 

TOP 200 日本 1995 使用可 ﾄﾝﾌﾞｸﾄｩ地方支局 老朽化。ｷﾞﾆｱ･ｳｫｰﾑ対策村落給水計画で供与。 

ITALIE 
WDF ｲﾀﾘｱ 1988 使用可 ｷﾀﾞﾙ地方支局 顕著に老朽化。 

JOHN 
1500 ｲﾝﾄﾞ 1998 使用可 ﾊﾞﾏｺ支所  
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2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

｢マ｣国の水、道路、電気、燃料、宿泊施設等のインフラ整備は遅れている。本協力事業の対象

地域では、特に、カイ州において整備が遅れている。実施に当たっては、宿泊施設、アクセス路

の整備等につき事前によく検討しておく必要がある。 

(1) 道路アクセスによる制約 

対象地域の地形は、巨礫が集積する山岳地、台地、丘陵、急崖、低平地、盆地、一部砂丘等からな

り、道路はバマコ－セグー－モプチ間の幹線道路以外は全て未舗装で、轍だけの道も多い。主要河川

流域や低平地では、雨期終了後もかなりの時間冠水している箇所もある。 

これらのアクセス条件により、車両搭載掘削機（リグ）等重車輌の移動が難渋し、燃料費や、工程

等に影響することから、工期設定、作業計画に慎重を期する必要がある。 

(2) 社会経済条件による制約 

1）公共電気供給網 

｢マ｣国では、各州の州都の中心部だけに供給されているに過ぎない。それらは、水力発電及びデ

ィーゼル発電機による給電であるが、水力発電による給電は、シカソ州のセレンゲ発電所、カイ州

のマナンタリ発電所からのバマコ及びその周辺、セグー市等への供給と、カイ州ロゴサークルの植

民地時代に建設された小規模発電所からのカイ市街地への供給程度に過ぎない。 

州都以外では、ディーゼル発電により給電している箇所も在るが、数は少ない。本計画で要請さ

れた小規模給水施設対象村落は、何れも公共電力線は届いていないことから、給水のため独自の発

電設備が必要となる。 

2）燃料の供給 

セグー州及びモプチ州では、主要幹線道路に沿う地域の中規模都市で車輌の燃料の確保が可能で

ある。しかし、主要幹線道路から南北方向に離れた地域では、車輌燃料の確保は困難になる。 

カイ州では、州都以外では、主要幹線道路の比較的大きな村落でも燃料が枯渇し移動が中断する

ことがあるため、長期の滞在の場合、補助燃料を携行する必要がある。主要幹線道路から南北方向

に離れた地域では、さらに車輌用燃料の確保は困難になるため、燃料の事前ストック或いは燃料販

売業者との定期購入契約が必要である。カイ州の燃料単価は、他の 2 州に比較して 20%程度高価で

ある。 
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3）掘削用水確保 

主要幹線道路は主要国際河川にほぼ平行して建設されているため、3 州ともに、主要幹線道路沿い

の掘削作業では、掘削用水確保に問題はない。しかし、主要河川の支流は乾期には全て涸れ川となり、

更に内陸部の既存の給水施設の揚水量が少量であるため、主要幹線道路から南北方向に離れた地域で

の掘削用水の確保についてはタンクローリーによる輸送を計画しなければならない。 

 

2-2-2 自然状況 

（1）降雨による制約 

対象地域の平均月別降雨量は、図 2.2.1 のようなパターンを呈し、６月～９月は降雨のため施工がで

きず、その前後各 1 ヵ月極端に能率が落ちる。よって、降雨に影響を受けない施工期間は、会計年度

のうち 11 月中旬～翌年 3 月下旬（4.5 ヵ月）である。しかし、地形的に流水や溜り水の影響を受けに

くい地区から施工を開始することにより、単年度の施工期間を最長 10 月上旬～3 月下旬（6 ヵ月）に

設定でき、それに対して、低地でかつ道路が水系を横断する地方道地域の施工は、最短 12 月～翌年 3

月程度（4 ヵ月）に限定される。 

なお、複数年度案件の場合は、4～6 月（2 ヵ月）の施工も可能になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.２.１  州都別平均月別降雨量 
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(2) 水理・水文 
1) 水 源 

｢マ｣国の水源は表流水と地下水であり、湧泉は大規模なものは知られていない｡表流水には①河

川水、②沼水、③堰き止水などがあり、そのほかセグー州セグー以東ではニジェール川沿岸で局

所的に伏流水が地下水として利用される｡ 

a）表流水 

｢マ｣国の恒常河川は主要国際河川であるニジェール川とセネガル川だけであり、その他の河

川は雨期及びその直後にのみ表流水がみられる季節河川(ワジ)である｡ 

ニジェール川の流量は南岸支流のサンカラニ川及びバニ川を含め、1952～1999 年の平均で

1,704m3/s と非常に多いが、川幅の季節変化が数 km から約 80km に及び、堰堤等の建設が容

易ではない。灌漑用の取水施設はセグー地域に大規模なものが存在するが、飲料水取水施設の

大規模なものは首都バマコに存在するのみである。 

セネガル川は、全長 1,641km の国際河川で、流量は北岸支流のバコイ川を含め、1952～1999

年の平均で 461m3/s に及ぶ｡飲用水源としては人口が特に多く、経済活動が比較的盛んなカイ州

カイ程度でしか利用されていない｡ 

b) 地下水 

上記 2 つの国際河川を除けば、広大な国土に恒常河川がない｢マ｣国では、飲料水水源として地

下水が利用されている。｢マ｣国の地下水貯留のポテンシャルは 27,000 億ｍ3、持続的地下水開発

のポテンシャルである毎年の降雨からの涵養量は 660 億 m3と試算されている1｡ 

これらの地下水は、帯水層の状態によって層状水と割れ目水のふたつのタイプに分けられる｡

そのため、｢マ｣国の地下水開発計画では、当該地区の地質あるいは水理地質状況に適合する地下

水開発方法を採用する必要がある｡ 

 

ⅰ) 層状帯水層／層状水(地層水) 

一般に連続性に富む帯水屑及び地下水である｡主として｢マ｣国の東部および北部のサヘル地域

及び砂漠地域に広大に分布し、中生界～第四系に渡る地層中に賦存する｡水理地質の側面から上

記各地層の岩相に注目すると、帯水層としてつぎのように区分される｡ 

                                                  
1 ： MMEE,SECRETARIATGENERAL(2001) 

- 9 -



新第三系（コンチネンタルターミナル層）～第四系 ：砂、粘土、礫、礫岩状ラテライト 

中生界～古第三系(上部白亜系及び下部始新階) ：石灰岩・泥灰岩、砂岩、礫岩 

ⅱ) 割れ目帯水層/割れ目水 

半連続あるいは不連続な帯水層及び地下水で、透水性の低い岩盤中の割れ目帯に賦存する地下

水である｡｢マ｣国のほぼ全域に分布し、先カンブリア紀から古生代の堆積岩や結晶片岩中に賦存

する｡本計画の対象村落の殆どは、このタイプの地下水を対象とした開発となる。 

 

2-2-3 その他 

本プロジェクトの対象村落は、村落自らが水利局に井戸建設を要請して登録された村落リストの中

から選出され、また、本基本設計調査の段階で村落の敷地内で井戸建設のための物理探査が行われ

ており、村落住民が井戸建設位置を承知している。 

そのため、村落住民は、本協力対象事業の実施の段階で、敷地の提供や日常の通行に問題がな

いことを了承している。また、施設建設に使用する資機材には、環境影響を与えるような資機

材は含まれない。 
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第 3 章 プロジェクトの内容 



 

第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 
本協力対象事業は、給水率の低いカイ州（55%）、セグー州（60%）、モプチ州（45%）の村落部にお

いて給水率向上ため、1 日 20ℓ/人を給水原単位として 2002 年度までに 80%の給水率を達成すること

を目標として、要請の対象 3 州で、①233 ヵ所に人力ポンプ付深井戸を建設し（カイ州 89 ヵ所、セグ

ー州 81 ヵ所、モプチ州 63 ヵ所）、②3 ヵ所（各州 1 村落）にディーゼル発電機をエネルギー源とする

小規模給水施設建設を行うものである。 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 
（1）上位目標 
本プロジェクトは、カイ、セグー及びモプチ州住民の衛生環境が改善されることを上位目標とする。 

(2)プロジェクト目標 
カイ州､セグー州､モプチ州において給水設備を整備するにより､住民に安全な水を安定的に供給す

ることを目的とする｡ 

3-1-2 計画の概要 
本協力対象事業は、上記目標を達成するためにカイ、セグー、モプチ州において、233 ヵ所の人力

ポンプ付深井戸及び 3 ヵ所の小規模給水施設を建設するとともに、事業実施中に｢マ｣国技術者への技

術移転を実施することとしている。これにより、対象 3 州で給水設備が整備され、併せて地下水開発

技術が向上することにより、同地域の給水人口が増加し、給水率が向上するとともに、水因性疾病が

減少することによる乳幼児の死亡率の低下と婦女子の水汲み労働の軽減が期待される。 

3-2 協力対象事業の基本設計 

3-2-1 設計方針 

(1)基本方針 

対象地域の中で給水・衛生・貧困に関する問題を持つ地域を優先してレベルⅠの給水施設建設を行

い、小規模給水施設（レベルⅡ）については、維持管理能力を含む社会経済状況及び村落の自然条件・

水理地質条件・水因性疾患の発生等に配慮して、給水施設の必要な村落のみを対象に適正な規模の施

設設計を行う。 

1)手押しポンプ付深井戸 

｢マ｣国側より、手押しポンプ付深井戸建設候補村落リスト及び代替村落リストが、各州の水利局

を通じて基本設計調査初期の協議の段階で提出された。 

代替村落リストは、当初の協力対象村落でアクセス等の問題により実施が困難と判断された場合、

代替村落リストに付記された優先順位に従って代替村落を選定し基本設計調査を実施する目的で作
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成されたものである。 

上記の候補村落リスト及び代替村落リストを基に、カイ州 111 村落、セグー州 101 村落、モプチ

州 138 村落、合計 350 村落を基本設計調査の対象村落として抽出した。 

この調査対象村落の中から、基本設計調査の結果に基づいて、井戸の必要性、施設の維持管理意

欲、給水状況、各村落のアクセス、治安、水理地質条件等の事項について評価し、233 ヵ所の人力

ポンプ（手押し式及び足踏み式）付深井戸建設対象村落を選定した。 

2)小規模給水施設 

小規模給水施設建設の対象村落として、各州から合計 10 村落の候補村落リスト及び代替村落リス

トが提案された。 

小規模給水施設の運営には予算、維持管理体制等が手押しポンプ付深井戸の場合以上に確保され

る必要があるため、同施設の必要性が明確であって、かつ、住民による維持管理が可能であると判

断された村落に対してのみ、小規模給水施設建設を実施することとした。維持管理が困難と判断さ

れた村落については、人力ポンプ付深井戸に変更することで｢マ｣国側と合意した。 

この検討候補村落の中から、基本設計調査の結果に基づいて、予算、維持管理体制、各村落の裨

益効果、アクセス、給水状況、水理地質条件等の各事項について評価し、各州 1 ヵ所、合計 3 ヵ所

の小規模給水施設建設候補地区を選定した。 

さらに、ポンプの電源としては、要請のあった太陽光エネルギーシステムは、故障時の修理の難

しさ、電源更新時の経費負担の大きさ、ガードマンの雇用の費用負担、雨期の利用効率の激減等に

関しディーゼル発電機に比べ不利であることから、ディーゼル発電機の利用に切り替えることで

｢マ｣国側と合意した。 

 

(2)自然条件に対する方針 

1)地下水確保のための自然条件に対する方針 

要請候補村落リストの中から、水質、水量、地質・水理地質、水質汚染等に配慮し、高い確率で

良好な水質と水量の地下水が得られると考えられる村落を、特に地下の比抵抗構造（帯水層構造）

に留意して抽出した。 

井戸の深度については、後述の理由で、地下水面深度が年とともに低下していると判断されるた

め、電気探査の比抵抗ρ-a 曲線が示す帯水層構造の底部以深に沈泥堆積部（捨て孔）として 5m を

加算して本計画の平均掘削深度 85m を決定した。 

井戸深度の検討では、｢マ｣国が 1950 年代から 2000 年代にわたって実施してきた地下水開発井戸

の深度を、水利局のデーターベース（井戸台帳）に基づいて、最小深度、平均深度、最大深度につ

いて時系列的に検討し、特に最小深度及び平均深度に留意した(図 3.2.1)。対象州に関するデータベ

ースの井戸数は、各州につきそれぞれ 2,000～4,000 孔である。 
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2）井戸掘削深度の変遷 

カイ州及びモプチ州では、井戸の最小深度が年とともに深くなる傾向を呈しており、カイ州では、

平均深度も年とともに深くなる傾向を呈している。なかでも、最小深度の深くなる傾向は、カイ州

及びモプチ州の地下水面が年とともに低下していることを示していると判断され、カイ州の平均深

度が深くなる傾向も同様の理由によると思われる。  

地下水面が年とともに低下していることに留意すると、持続的な井戸の利用のためには、井戸の

深度を、電気探査比抵抗法のρ-a 曲線が示す帯水層構造の底部以深に設定しておく必要がある。 

セグー州の平均深度の傾向は 1970年代から 1990年まで 60m～70m深度で安定しているが、1991

年以降 40m～70m の範囲で、年度毎に急変する傾向を呈している。これは、1991 年以降地下水を

安定した深度で得にくくなってきていることを示していると考えられ、持続的な井戸の利用のため

には、最小深度の深くなる傾向を重視しておく必要がある。 

地質構造が複雑なモプチ州では、井戸の最小深度の傾向は、井戸建設地域の地質を反映して年毎

に複雑に変化している。平均深度の傾向は、1977 年以降 50m～80m の範囲で比較的安定している。

この深度は、モプチ州南東部のコロサークルで、ピュイ･シテルン井（筒井戸と被圧地下水層まで貫

いた管井を結合した物）の水位に相当する。この水位は、その水位以深に存在する被圧水の静水位

面であり、この地域に限れば、その水面までの浅部には地下水が存在しないことを示している。 

最大深度の傾向は、カイ州では 100～200m を中心に、セグー州では 40～180m を中心に、年毎

に複雑に変化し、モプチ州では 100～150m を中心に、年毎に変化している。 

 
3）水質の問題 

｢マ｣国で問題となる水質は、①塩分濃度、②家畜の屎尿等による窒素汚染、③鉱工業排水・農薬

による汚染等である。塩分濃度による問題は、地中の塩分が地表付近の蒸発により濃度が高くなる

もので、元々塩分を含んでいる地層を反映している。本計画対象地域では、カイ州の中・北部の古

生層の泥質岩及び粗粒玄武岩大岩体分布域に認められる。 

窒素汚染は、幼児の循環系に影響を与える危険が報告されており、本計画対象地域ではセグー州

の家畜の数が多く雨期に冠水する地域に認められ、家畜の屎尿等が地表水の地下浸透に伴って、浅

層地下水が汚染されることによる。 

鉱工業排水・農薬による汚染は、最近ニジェール川やセネガル川の水質について汚染が報告され

ており、未処理の鉱工業排水や規制のないに等しい農薬の使用によるもので、河川水を直接飲用に

利用している河川付近の住民に影響が心配されている。本計画対象地域にも上記大河川の水を使用

している村落がある。 
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図３.２.１  ｢マ｣国の地下水開発深度の変遷

Kayes Region

0

100

200

300

400

500

600

700

800

71 74 75 80 82 83 84 85 86 87 88 89 90 92 93 94 95 96

year

Number of Well

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

Depth of Well  (m)

Number of Well

Mean Depth

Min. Depth

Max. Depth

Segou Resion

0

100

200

300

400

500

600

75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 01

Year

Number of WEll

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

Depth of Well  (m)

Number of Well

Mean Depth

Min. Depth

Max. Depth

Mopti Resion

0

50

100

150

200

250

55 72 74 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 01

Year

Number of Well

0

50

100

150

200

250

300

Depth of Well  (m)

Number of Well

Mean Depth

Min. Depth

Max. Depth

DNH資料Project
DCTD/90/002　(1992) に

よる

- 14 -



 2)施工・工期遵守のための自然条件に対する方針 

工法・施工計画及び工期・期分け等に関して影響を及ぼす自然条件は、雨期・乾期の時期、地形、

地質・水理地質である。これらの事項については“２-２プロジェクトサイト及び周辺の状況”に述

べた事項を把握し、施工計画を策定することとする。 

3)対象村落抽出のための自然条件に対する方針 

本項の “3-2-1 (1)基本方針”の冒頭に述べた趣旨に基づき、給水・衛生・貧困に問題を持つ地

域を優先して抽出する。対象地域を各州ごとに①地形、②地質・水理地質、③地下の比抵抗構造、

④水質、⑤水質汚染の側面から検討し、地下水開発の難易度に留意して各州を分帯し、各帯に配点

を行って対象村落抽出の指針のひとつとする。 

 
(3)社会条件に対する方針 

｢マ｣国では労働者の保護政策が手厚く、特に外国プロジェクトに対して厳密に摘要されているため、

労働政策を考慮した設計方針が必要である。また、宗教に関し｢マ｣国は回教国であるため、一般に、

多くの人々は毎日 5 回の祈りを行い、金曜日の午後は、モスクでの礼拝のため作業が行われない。さ

らに、毎年 1 ヶ月間の宗教的断食（ラマダン）が行われ、この期間にも作業能率が低下する。断食の

開始日は直前に各国の聖職者から知らされるため、断食の時期が年とともにやや早まること以外、断

食期間を事前に正確に把握できない。ラマダンや回教の祭事タバスキの期間中の労働条件についても

前もって条件を明確にしておくことや、資機材の発注手配を早急に行っておくことが必要である。 

｢マ｣国の一般の労働時間は 1 日当たり 7 時間、週休 2 日制（土・日曜日）である。通常、現場作業

の場合土曜日にも作業が行われ、月間稼動日数は 24 日である。土曜日には半日の稼動となる場合が多

い。しかし、条件によっては土曜日の午後や日曜日の作業も可能である。 

 
(4)建設事情／業界の特殊事情 

1)建設事情に対する方針 

施工に現地業者を利用する場合、“１-１-３社会経済状況、（１）、１）建設事情”に述べた事項に

留意し、契約時から各種条件や注意事項を業者に明確に指示することが必要である。特に①納期厳

守、②アフターサービス、③引渡し場所の明記・確認、④新旧資材仕様の差異に対する注意、⑤瑕

疵責任、⑥車輛借り上げに関する事項等については、初期契約時に諸条件を明確にしておくことと

する。 

2)業界の特殊事情に対する方針 

施工に際しては“１-１-３社会経済状況、（１）、２）業界の特殊事情”に述べた事項に留意し、

施工計画を早い時期から明確にしておく必要がある。 

 

(5)現地業者の活用に係る方針 

雨期の 7 月から 10 月中旬の間は施工が不可能であり、雨期後にも地域によっては地形条件により長
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期にわたって施工が不可能な地区が存在するため、工期短縮を目的として、各種業務にわたって現地

業者を有効に利用することとする。現地業者の利用可能な業種は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)実施機関の運営・維持管理能力に対する対応方針（予算、人員、技術レベル等） 
｢マ｣国の実施機関である水利局及び管理機関である各水利局支局の職員は、人力ポンプ付き深井戸

建設村落への運営・維持管理教育を行ってきている。また、1994 年以降 CCAEP と共に小規模給水施

設建設村落への運営・維持管理教育も行っている。CCAEP は指導のみならず、施設運営の代行も行い

利益を得ている。 

また、水利局は“農村部及び準都市部飲料水供給国家戦略”を策定し、セグー水利局支局などは既

に、この戦略に基づいて給水施設の運営・維持管理に関して地域住民に指導の経験がある。本協力対

象事業の実施にあたっては、水利局（水利局支局）が上記“国家戦略”に基づいて運営・維持管理技

術を住民に対し指導するものとする。これに対応するため、各水利局支局は 1 名以上のカウンターパ

ートを選任し、対象村落住民への運営・維持管理教育を行うことが必要となる。 

 

(7)施設・機材等のグレードの設定に対する方針 

｢マ｣国では、水資源開発基本計画（マスタープラン）の規定に基づき、人口規模により給水施設の

種類、給水原単位等が下記のように設定されおり、これを本基本設計の設計方針とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本協力対象事業では、基本的に上記 1)及び 2)の a)に相当する村落を対象にし、1)に属する村落につ

いては、「1 村に最低 1 基」という、｢マ｣国の最近の水資源開発の方針に基づき、人口約 100 人程度の

村落も対象に含める。 

1) 建設総合商社 

2) 井戸掘削業者 

3) 小規模給水施設建設業者 

4) ポンプ設置業者 

5) 物理探査業者 

6) 測量業者/公社 

7) 現代的筒井戸建設業者/公社 

1) 人口 2,000 人未満の村落については、人力ポンプ付深井戸による給水施設とし、人口 400

人に対して 1 基建設する（レべルⅠ；給水原単位 20ℓ/人/日）。 

2) 人口 2,000 人以上、10,000 人未満の村落については、小規模給水施施設による給水とする

（レベルⅡ；給水原単位 20ℓ/人/日）。 

なお、人口規模により次のように設定する。 

a) 人口 2,000 人～5,000 人：共同水栓による給水 

b) 人口 5,000 人～10,000 人：共同水栓及び個別水栓による給水 

3) 人口 10,000 人以上の町については上水道施設（レベルⅢ）とする。 
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(8)工法、工期に対する方針 

1)工法に対する方針 

井戸の掘削方法に関しては、掘削用水確保の難易度等の条件に留意し、地質に対応した工法とし、基本的

には表土～強風化岩盤は泥水堀り工法、弱風化～新鮮岩盤はエアーハンマー堀り（DTH）工法を採用する。 

人力ポンプ施設の上部構造建設工事は人力で行うことを基本とする。一方、小規模給水施設は、井戸掘

削工事に加え、発電機室工事、配水池基礎工事、送・配水管敷設工事、共同水栓工事等のまとまった工事

となるため，建設機械(バックホー、ブルドーザ、ﾀﾞﾝﾌﾟトラック等)を使用した機械工事とする。 

a)人力ポンプ付深井戸建設に対する方針 

人力ポンプ付深井戸は、手押し式を主とするが、モプチ州の掘削深度がまとまって 85m 以上となる

地区は揚水能力及び補修の簡易性から足踏み式を採用する。掘削工法はポンプ形式に関係なく、地質及

び掘削用水確保の難易度等の地域条件に留意し、上記泥水堀りあるいは DTH 工法を採用する。 

b)小規模給水施設建設工法に対する方針 

小規模給水施設計画の基本諸元を次のように設定する。 

 

 

 

 

 

2) 工期に対する方針 

対象地域の特徴的な雨期・乾期のパターンや同地域の地形、地質・水理地質条件、さらに広大な

地域に広がる対象 3 州の村落の分布パターン等は工期に多大な影響を与えるため、本協力対象事業

の実工期を約 2.5 ヵ年とし、事前の諸手続きや詳細設計調査等を含む全期間を約 3.5 ヵ年とする。 

 
3-2-2 基本計画(施設計画／機材計画) 
3-2-2-1 全体計画 

｢マ｣国の要請内容と本協力対象事業の内容の相違は次表のとおりである。 

表 3.2.1 要請内容と本協力対象事業の内容の比較表 
要請内容・変更要請内容 数量 備考 

カ イ 州 89 村落 
セグー州 81 村落 ①人力ポンプ付(手押し式及び足踏み式) 

深井戸建設 233 村落 
モプチ州 63 村落 

②ディーゼル発電機による小規模給水施設建設 3 村落 各州 1 村落 

協事

力 
対業 
象 ③車輌搭載型井戸掘削関連機材等 取り下げ －  

直接給水人口 
現在： 135,047 人 
5 年後:  151,308 人 

カイ州 111 村落 
セグー州 101 村落 ①手押しポンプ付深井戸建設 350 村落 
モプチ州 138 村落 

②太陽光エネルギーによる給水施設建設 10 村落 －  

要 

請 

③車輌搭載型井戸掘削関連機材等 1 式 －  

直接･間接給水人口

3,410,947 人 

 

ⅰ) 給水方式は、水中モーターポンプで配水塔まで送水し、配水塔からは自然流下方式とする。

ⅱ) 電源はディーゼル発電機とする。 

ⅲ) 配水塔容量は、給水量及び需要量の時間的変化を推定して求める。 

ⅳ) 共同水栓は 400 人に 1 ヵ所の割合とする。 
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1）対象村落の抽出過程は以下の通りである。 

a)人力ポンプ付深井戸建設対象村落の抽出 

｢マ｣国側から提出された候補村落リスト及び代替村落リストを基に、主として社会経済調査結果

に重点をおいて整理されたカイ州 111 村落、セグー州 101 村落、モプチ州 138 村落、合計 350 村

落の各検討候補村落に対して、①必要性（既存の人力ﾎﾟﾝﾌﾟ付き深井戸や衛生的な筒井戸有無、状

況）、②アクセス、③治安、④伝統井戸の状況、⑤移住の可能性、⑥水理地質条件等の各事項につ

いて、原則として 1 点～5 点の配点を次表の基準で行った。 

水理地質条件については次表の配点のほか、これまでの地下水開発の状況から推察される⑦着水

の可能性と、⑧物理探査比抵抗法のρ-a 曲線が示す帯水層構造の状況をそれぞれ 5 段階に分けて

各村落を評価した。 

以上の結果、対象村落の抽出は社会経済関連 5 項目（①～⑤）、水理地質関連 3 項目（⑥～⑧）

を評価して行い、カイ州 89 村落、セグー州 80 村落、モプチ州 63 村落、合計 232 村落が抽出され

た。 

 
さらに、後述する小規模給水施設建設対象村落の検討の結果小規模給水施設建設の対象にならず、

代替えとして人力ポンプ付深井戸建設対象としてセグー州の 1 村落（Bamamba K01）が抽出され

た。その結果、人力ポンプ付深井戸建設対象村落の合計は、カイ州 89 村落、セグー州 81 村落、

モプチ州 63 村落、合計 233 村落となった(表 3.2.2 )。 

 

表 3.2.2 人力ポンプ付深井戸建設の対象村落数 

州 名 サイト数 平均掘削長 

カ イ 89 ヵ所 82m/孔 

セグー 81 ヵ所 90m/孔 

モプチ 63 ヵ所 80m/孔 

合 計 233 ヵ所 85m/孔 
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表 3.2.3 村落抽出のための評価事項及び配点 

 
評
価
事
項 

配 点 評 価 

５ 1 孔/400 人の割合に達するために必要な井戸数が 4 孔以上 
４ 1 孔/400 人の割合に達するために必要な井戸数が 3 孔 
３ 1 孔/400 人の割合に達するために必要な井戸数が 2 孔 
２ 1 孔/400 人の割合に達するために必要な井戸数が 1 孔 

井
戸
の
必
要
性 

１ 1 孔/400 人の割合に達するために必要な井戸数が、現在時点で 0 孔 
５ 工期の 2/3 程度以上が移動可能 
４ 工期の 2/3 程度が移動可能 
３ 雨期後に山岳地形･砂丘･砂等の影響を受ける 
２ 常に山岳･湖沼等の影響を受ける 

ア
ク
セ
ス 

１ 道路工事が必要･砂丘等で移動が困難 
５ 特別に問題がないといわれている地域 
４ 国境付近 
３ 国境付近であって、ルートが不明瞭 
２ 国境付近であって、近過去に国境紛争等の経緯がある地域 

治
安 

１ 過去に｢マ｣国が不安全地域等に指定した経緯がある地域 
５ 
４ 
３ 
２ 

*

伝
統
井
戸 

１ 

伝統井戸*は保健･衛生面からはメリットが弱いため、配点は既存の人力ポンプ井戸の必要

数に依存する。 
*伝統井戸：コンクリート等を使わない素掘りの井戸。 

移
住
の
可
能
性 

-１ 基本的に既存の人力ポンプの必要井戸数と同配点とするが、移住の可能性があるものの、

その実現時期が明確でない村落については 1 点減点とする。 

５ 
カ イ 州水理地質分帯：K-01, 
セグー州水理地質分帯：S-01, S-02 
モプチ州水理地質分帯：M-01 

４ 
カ イ 州水理地質分帯：K-02, K-08, K-10, K-11 
セグー州水理地質分帯：S-03, S-04 
モプチ州水理地質分帯：M-02, M-08, M-10, M-11 

３ 
カ イ 州水理地質分帯：K-03, K-07, K-09 
セグー州水理地質分帯：S-06 
モプチ州水理地質分帯：M-03, M-07, M-09 

２ 
カ イ 州水理地質分帯：K-05, K-06 
セグー州水理地質分帯：S-05, S-07 
モプチ州水理地質分帯：M-04, M-06 

水
理
地
質 

１ カ イ 州水理地質分帯：K-4 
モプチ州水理地質分帯：M-5 

水理地質の分帯基準は表 3-2-4 に順ずる。
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表 3.2.4 対象地域の水理地質分帯

注意事項 道路状況

- -

K-01 インフラカンブリア層地域
ハマダ-残存丘陵
高EC点在

平行な水系が発達する地域に、水系に斜交し
て道路が形成されている。道路密度は低い。

80 m 80% 深部高EC地下水の地区あり。

K-02 古生層地域
残存丘陵、
高EC点在

平行な水系が発達する地域に、水系を(に)横
断(斜交)して道路が形成されている。プラヤ
状地形を形成し、雨季後のプラヤ湖や氾濫原
を形成する。塩の晶出は見られない。

85 m 70%
砂丘･砂層地帯を伴う。平原。
化石水。
深部高EC地下水の地区あり。

K-03 花崗岩類地域
削剥されたペディメント-ペリ
ペディメント

樹枝状水系が発達するペディメント-ペリペ
ディメント地形内に、水系を横断するピスト
が形成されている。

80 m 80%
カイ市街地から北方に伸長する。
地表の風化物は粘土質部を伴う。

K-04 ドレライト地域
山岳、丘稜
高EC地域

平行な水系が発達する地域に、水系を横断す
るピストが形成されている。

70 m 50%

北中部が丘稜、南部が山岳。
風化帯は粘土化、山岳部は巨礫大の転石帯を形
成。
硬岩。深部高EC地下水の地区あり。

K-05 結晶片岩地域
ハマダ、残存丘陵
高ECの可能性

平行な水系が発達する地域に、水系を(に)横
断(斜交)して道路が形成されている。

80 m 60%
平原。
浅中層地下水。
深部高EC地下水の地区あり。

K-06 ドレライト点在地域
インゼルベルグ（島状丘）
高EC点在の可能性

ハマダのインゼルベルグ化地域、
ハマダ斜面及びインゼルベルグ間の山稜沿い
道路の移動を伴う。

75 m 60%
結晶片岩帯に多数のドレライト小慣入岩体。
浅中層地下水。深部高EC地下水の地区あり。

注意事項 道路状況

- -

S-01
ニジェール川-バニ川会合流
域

ペディプレーン状河床の薄い
河床堆積物下に基盤岩類。
浅層地下水のNO3-N汚染

道路密度中高程度。 90 m 95%

ニジェール川-バニ川会合流域及び各川流域。
雨季明け後2～3ヵ月間は通行不可。
ニジェール川沿岸　：薄い沖積層下にコンチネン
タルターミナル層
バニ川沿岸　　　　：薄い沖積層下にインフラカ
ンブリア層

S-02 Sahel-用水路流域
南北系に配列するプラヤ地帯
上記長軸に沿って南北系運河

運河に沿う道路網。
乱脈状水系を横断する道路網。

70 m 90%
薄い旧沖積層下にコンチネンタルターミナル層。
浅中層地下水。深部高EC地下水の可能性あり。

S-03 ニジェール川-バニ川間流域古い沖積平原 乱脈状水系を横断する道路網。 95 m 75%
セグー市街地以東のニジェール川-バニ川間流域。
ニジェール川沿岸　：薄い沖積層下にインフラカ
ンブリア層。

S-04
Sahel-用水路･ニジェール
川･バニ川沿岸

サヴァンナ地帯 乱脈状水系を横断する道路網。 90 m 70%
薄いコンチネンタルターミナル層下にインフラカ
ンブリア層

S-05 ニジェール川北岸後背地 高EC地域 低水系密度地域に低密度道路網 90 m 50%
コンチネンタルターミナル層。
浅中層地下水。深部高EC地下水の可能性あり。

S-06
ニジェール川･バニ川南岸流
域

サヴァンナ地帯
低密度の乱脈状水系地域に低密度道路網。
西部の一部ににエスカープメントを伴う丘
稜

80 m 60%
薄い沖積層下にコンチネンタルターミナル層。
浅中層地下水。深部高EC地下水の可能性あり。

S-07 Tominian地域 高EC地域
低密度の乱脈状水系地域に低密度道路網。
東南部にエスカープメントを伴う丘稜。

65 m 50%
薄い表層土下にインフラカンブリア層。
浅中層地下水。深部高EC地下水の可能性あり。

注意事項 道路状況

- -

M-01 Sevaré南方地域
ペディプレーン／プラヤ上に
薄い沖積層

ペディプレーン／プラヤ地域に
乾季には問題なし、プラヤ

75 m 95%
バニ川流域、薄い河床堆積物下にインフラカンブ
リア層

M-02 Bandiagara南方地域 固定砂丘地域、高EC点在
固定砂丘、
流路横断時期に要注意

75 m 70% 砂層下に石灰岩類或いは結晶片岩類

M-03 Bankass-Wankoro帯状地域 高EC点在
古い砂丘、ピスト道路、
雨季/雨季後の移動に注意

100 m 60% 砂層下に石灰岩類或いは結晶片岩類

M-04 西部深部帯水層地域
高EC点在、
高EC地域

古い砂丘、ピスト道路、
南部道路密度希薄

120 m 50%
薄表層　;表層地下水、非衛生、
石灰質岩;乾季空井戸/高塩濃度水

モプチ州

地域記号 地域名

開発時の特質事項

予想・喚起事項

既存の水源の一般的特質事項

予想・喚起事項

水理地質分帯：モプチ州

水理地質分帯：カイ州

水理地質分帯：セグー州

既存の水源の一般的特質事項セグー州

地域記号 地域名

開発時の特質事項

カイ州

地域記号 地域名

開発時の特質事項

予想・喚起事項

既存の水源の一般的特質事項

開発の
難易度
(着水確
率予想)

開発の
難易度
(着水確
率予想)

開発の
難易度
(着水確
率予想)

一般的な
対象深度

一般的な
対象深度

一般的な
対象深度
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表 3.2.5 人力ポンプ深付井戸及び小規模給水施設建設候補村落： KAYES Region 

 
 
 
 

優 K - 0 0 1 抽 K - 0 0 1 t 1 K - 1 1 1 K - 1 1 0 P M K A Y E S S e r o  D i a m a n o u M e l o 2 , 6 0 3 1 1° 0 1’ 0 2” W  1 4° 4 6’ 4 6” N  7 7 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 0 2 抽 K - 0 0 2 t 1 K - 0 4 7 K - 0 4 7 P M K E N I E B A F a l e a S i t a d i n a 1 , 2 1 4 1 1° 1 2’ 3 6” W 1 2° 0 5’ 3 8” N  6 6 % △ △ 3 4 0  m 4 5  m

優 K - 0 0 3 抽 K - 0 0 3 t 1 K - 0 7 6 K - 0 7 5 P M B A F O U L A B E K o u n d i a n M a d i n a - C o u t a 9 5 0 1 0° 4 4’ 3 7” W  1 3° 0 6’ 1 0” N  8 8 % ○ ○ 5 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 0 4 抽 K - 0 0 4 t 1 K - 0 9 8 K - 0 9 7 P M K A Y E S C o u l i m m b i n e T a f i c i r g a 1 , 0 7 2 1 1° 0 7’ 1 1” W  1 4° 2 9’ 0 5” N  8 8 % ○ △ 4 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 0 5 抽 K - 0 0 5 t 1 K - 0 9 6 K - 0 9 5 P M K A Y E S C o u l i m m b i n e G a m e r a 9 0 4 1 1° 0 6’ 5 7” W  1 4° 2 0’ 1 5” N  7 7 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 0 6 抽 K - 0 0 6 t 1 K - 1 0 4 K - 1 0 3 P M K A Y E S D i a m o u T a k o u t a l a 9 8 0 1 1° 0 1’ 2 6” W  1 4° 0 3’ 3 8” N  7 7 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 0 7 抽 K - 0 0 7 t 1 K - 1 0 5 K - 1 0 4 P M K A Y E S L i b e r t e  D e m b a y a D i a l a  B a n l i e u 8 4 3 1 1° 3 0’ 0 2” W  1 4° 2 7’ 5 7” N  8 8 % △ △ 3 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 0 8 抽 K - 0 0 8 t 1 K - 0 9 2 K - 0 9 1 P M K A Y E S T a f a c i r g a G o n d i a n o u 1 , 2 1 4 1 2° 0 4’ 4 1” W  1 4° 0 4’ 0 3” N  7 7 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 0 9 抽 K - 0 0 9 t 1 K - 0 4 0 K - 0 4 0 P M K E N I E B A F a l e a K a l l y 1 , 0 6 3 1 1° 2 8’ 3 6” W 1 2° 0 0’ 0 3” N  5 5 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 1 0 抽 K - 0 1 0 t 1 K - 0 5 7 K - 0 5 6 P M B A F O U L A B E T o m o r a T a m b a t i n t y 8 3 8 1 0° 4 1’ 5 1” W  1 4° 1 0’ 1 1” N  5 5 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 1 1 抽 K - 0 1 1 t 1 K - 0 3 1 K - 0 3 1 P M K E N I E B A G u e n e g o r e K o m b o r e a 8 3 3 1 0° 5 7’ 4 8” W 1 2° 4 0’ 4 4” N  6 6 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 1 2 抽 K - 0 1 2 t 1 K - 0 4 4 K - 0 4 4 P M K E N I E B A F a l e a M a n g a l a b e 9 9 6 1 1° 0 8’ 0 4” W 1 2° 1 8’ 1 0” N  6 6 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 1 3 抽 K - 0 1 3 t 1 K - 0 3 5 K - 0 3 5 P M K E N I E B A F a l e a F a r i n d i n i a 9 1 8 1 1° 1 6’ 2 4” W 1 2° 1 5’ 5 1” N  5 5 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 1 4 抽 K - 0 1 4 t 1 K - 0 4 6 K - 0 4 6 P M K E N I E B A F a l e a S i m b a r a g o u r e 9 3 0 1 1° 2 1’ 5 2” W 1 2° 0 8’ 3 0” N  5 5 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 K - 0 1 5 抽 K - 0 1 5 t 1 K - 0 6 9 K - 0 6 8 P M B A F O U L A B E M a h i n a K e n i e k e n i e t o 5 8 0 1 0° 4 2’ 3 2” W  1 3° 4 6’ 4 8” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 1 6 抽 K - 0 1 6 t 1 K - 1 0 7 K - 1 0 6 P M K A Y E S L i b e r t e  D e m b a y a K o n i m b a b o u g o u 4 7 2 1 1° 3 6’ 3 1” W  1 4° 2 1’ 2 6” N  8 8 % ○ ○ 5 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 1 7 抽 K - 0 1 7 t 1 K - 1 0 9 K - 1 0 8 P M K A Y E S L i b e r t e  D e m b a y a K O B A D A  B A N L I E U 5 9 2 1 1° 2 0’ 2 0” W  1 4° 1 0’ 5 0” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 1 8 抽 K - 0 1 8 t 1 K - 1 0 0 K - 0 9 9 P M K A Y E S D i a m o u D i n g u i r a y e  A l m a m i y a 6 0 2 1 1° 1 4’ 3 0” W  1 4° 1 0’ 1 6” N  8 8 % ○ X 4 9 0  m 9 5  m

優 K - 0 1 9 抽 K - 0 1 9 t 1 K - 1 0 1 K - 1 0 0 P M K A Y E S D i a m o u F a n g a 5 2 5 1 1° 1 3’ 4 3” W  1 4° 1 4’ 1 3” N  7 7 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 2 0 抽 K - 0 2 0 t 1 K - 0 4 9 K - 0 4 9 P M K E N I E B A F a l e a D a r  S a l a m 8 3 5 1 1° 1 7’ 0 2” W  1 2° 0 7’ 1 6” N  5 5 % △ △ 3 9 0  m 9 5  m

優 K - 0 2 1 抽 K - 0 2 1 t 1 K - 0 5 1 K - 0 5 1 P M B A F O U L A B E T o m o r a D i o u l a f o u n d o 6 3 8 1 0° 3 0’ 4 7” W  1 4° 5 7’ 5 2” N  5 5 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 K - 0 2 2 抽 K - 0 2 2 t 1 K - 0 3 8 K - 0 3 8 P M K E N I E B A F a l e a H e r a m a d i n a 5 0 3 1 1° 0 6’ 5 3” W 1 2° 0 1’ 0 2” N  6 6 % △ △ 3 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 2 3 抽 K - 0 2 3 t 1 K - 0 0 9 K - 0 0 9 P M K E N I E B A B a y e T o m b e n 8 9 6 1 0° 5 5’ 0 0” W 1 2° 4 2’ 5 1” N  6 6 % ○ ○ 5 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 2 4 抽 K - 0 2 4 t 1 K - 0 3 0 K - 0 3 0 P M K E N I E B A G u e n e g o r e B a l a n d o u g o u 5 1 9 1 0° 5 0’ 2 3” W 1 2° 3 7’ 2 0” N  6 6 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 2 5 抽 K - 0 2 5 t 1 K - 0 3 4 K - 0 3 4 P M K E N I E B A K a s s a m a K o u f a r a 6 5 5 1 1° 0 8’ 0 0” W 1 3° 0 6’ 2 2” N  6 6 % ○ ○ 5 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 2 6 抽 K - 0 2 6 t 1 K - 0 4 1 K - 0 4 1 P M K E N I E B A F a l e a K o n d o y a 4 3 3 1 1° 0 3’ 0 8” W 1 2° 2 1’ 1 1” N  6 6 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 2 7 抽 K - 0 2 7 t 1 K - 0 1 8 K - 0 1 8 P M K E N I E B A S a g a l o D i r e  D a r a 4 0 9 1 0° 3 6’ 4 8” W 1 2° 1 0’ 0 8” N  6 6 % △ △ 3 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 2 8 抽 K - 0 2 8 t 1 K - 0 1 9 K - 0 1 9 P M K E N I E B A S a g a l o D i r e  K A B A L I 7 0 2 1 0° 0 4’ 0 7” W 1 2° 2 2’ 4 4” N  6 6 % △ △ 3 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 2 9 抽 K - 0 2 9 t 1 K - 0 2 4 K - 0 2 4 P M K E N I E B A S a g a l o Y a l l a y a 4 9 7 1 0° 4 5’ 4 6” W 1 2° 0 5’ 0 0” N  6 6 % △ △ 3 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 3 0 抽 K - 0 3 0 t 1 K - 0 2 7 K - 0 2 7 P M K E N I E B A K e n i e b a K o u d j i  K e n i e t o 8 7 6 1 1° 0 8’ 5 2” W 1 2° 4 8’ 1 6” N  6 6 % △ △ 3 4 0  m 4 5  m

優 K - 0 3 1 抽 K - 0 3 1 t 1 K - 0 3 7 K - 0 3 7 P M K E N I E B A F a l e a F o u l a g u i n e 7 2 8 1 1° 1 5’ 2 8” W 1 2° 0 8’ 4 1” N  6 6 % △ △ 3 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 3 2 抽 K - 0 3 2 t 1 K - 0 2 6 K - 0 2 6 P M K E N I E B A K e n i e b a K e n i e d i n t o 7 4 5 1 1° 0 1’ 2 0” W 1 2° 5 1’ 4 7” N  6 6 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 3 3 抽 K - 0 3 3 t 1 K - 0 3 6 K - 0 3 6 P M K E N I E B A F a l e a F o u d e n t a 5 4 3 1 1° 1 1’ 3 3” W 1 2° 1 8’ 4 0” N  6 6 % ○ ○ 5 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 3 4 抽 K - 0 3 4 t 1 K - 0 4 8 K - 0 4 8 P M K E N I E B A F a l e a S o l e r 4 1 8 1 1° 2 8’ 5 0” W 1 2° 1 1’ 5 0” N  6 6 % ○ ○ 5 4 0  m 4 5  m

優 K - 0 3 5 抽 K - 0 3 5 t 1 K - 0 3 2 K - 0 3 2 P M K E N I E B A K a s s a m a B a n t a k o 2 1 0 1 1° 0 6’ 1 4” W 1 3° 1 6’ 4 2” N  8 8 % ○ ○ 5 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 3 6 抽 K - 0 3 6 t 1 K - 0 3 3 K - 0 3 3 P M K E N I E B A K a s s a m a D o u m a f a r a 3 0 4 1 1° 0 5’ 2 1” W 1 3° 0 5’ 0 8” N  8 8 % ○ ○ 5 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 3 7 抽 K - 0 3 7 t 1 K - 0 5 8 K - 0 5 7 P M B A F O U L A B E O u a l i a D a r a o u 3 0 0 1 0° 0 1’ 0 3” W  1 3° 3 0’ 3 1” N  8 8 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 3 8 抽 K - 0 3 8 t 1 K - 0 6 5 K - 0 6 4 P M B A F O U L A B E M a h i n a D i l i a - D a l a m a 3 3 8 1 0° 4 4’ 2 7” W  1 3° 3 4’ 1 4” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 3 9 抽 K - 0 3 9 t 1 K - 0 6 8 K - 0 6 7 P M B A F O U L A B E M a h i n a G u i n i 3 3 5 1 0° 4 4’ 2 2” W  1 3° 2 7’ 0 7” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 4 0 抽 K - 0 4 0 t 1 K - 0 7 0 K - 0 6 9 P M B A F O U L A B E M a h i n a O u a l a - D e g u e r e 2 1 9 1 0° 5 1’ 0 1” W  1 3° 4 0’ 0 5” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 4 1 抽 K - 0 4 1 t 1 K - 0 7 2 K - 0 7 1 P M B A F O U L A B E M a h i n a T a m a r a n a 2 0 3 1 0° 4 7’ 4 6” W  1 3° 2 2’ 3 0” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 4 2 抽 K - 0 4 2 t 1 K - 0 7 5 K - 0 7 4 P M B A F O U L A B E K o u n d i a n L a h a n d i 7 4 8 1 0° 4 0’ 1 6” w  1 3° 1 6’ 5 3” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 4 3 抽 K - 0 4 3 t 1 K - 0 7 7 K - 0 7 6 P M B A F O U L A B E K o u n d i a n T i l i b a 3 3 5 1 0° 3 8’ 1 0” W  1 2° 5 1’ 2 1” N  8 8 % ○ ○ 5 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 4 4 抽 K - 0 4 4 t 1 K - 0 8 8 K - 0 8 7 P M B A F O U L A B E B a f o u l a b e K a r a m o k o d o u g o u 6 5 5 1 0° 5 4’ 3 2” W  1 3° 4 0’ 2 6” N  8 8 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 4 5 抽 K - 0 4 5 t 1 K - 0 9 7 K - 0 9 6 P M K A Y E S C o u l i m m b i n e K a n a m a k o u n o u 3 4 7 1 1° 1 1’ 4 3” W  1 4° 2 6’ 5 3” N  8 8 % ○ ○ 5 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 4 6 抽 K - 0 4 6 t 1 K - 1 1 0 K - 1 0 9 P M K A Y E S L i b e r t e  D e m b a y a K o b a d a  M a d i n e 2 2 7 1 1° 2 8’ 3 6” W  1 4° 2 1’ 3 4” N  8 8 % ○ ○ 5 7 0  m 7 5  m

優 K - 0 4 7 抽 K - 0 4 7 t 1 K - 0 1 5 K - 0 1 5 P M K E N I E B A K r o u k o t o S i t a f e t o 3 6 7 1 0° 1 6’ 2 7” W 1 2° 4 2’ 2 1” N  8 8 % ○ X 4 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 4 8 抽 K - 0 4 8 t 1 K - 0 9 0 K - 0 8 9 P M B A F O U L A B E B a f o u l a b e L a k a f i a 3 0 5 1 0° 4 4’ 2 4” W  1 3° 5 1’ 1 2” N  8 8 % ○ X 4 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 4 9 抽 K - 0 4 9 t 1 K - 0 7 1 K - 0 7 0 P M B A F O U L A B E M a h i n a S a n t a k o t o 2 4 9 1 0° 4 6’ 2 3” W  1 3° 3 6’ 0 6” N  8 8 % X ○ 4 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 5 0 抽 K - 0 5 0 t 1 K - 0 8 7 K - 0 8 6 P M B A F O U L A B E B a f o u l a b e G a n g a n t a 5 2 8 1 0° 4 4’ 2 6” W  1 3° 0 5’ 0 5” N  8 8 % X ○ 4 7 0  m 7 5  m

対 象 村 落 抽 出 表 ： カ イ 州

着 水 予
想 深 度

着 水 確 率
予 想

s e - 1 s e - 2 配 点経 度 緯 度

ポ ン プ の
タ イ プ サ ー ク ル 名

掘 削 予
想 深 度

優 先
順 位

人 口仮 N o .
物 理 探
査 N o .

抽 出 N o . 村 落 名
コ ン ミ ュ ー ン

名

座 標 物 理 探 査

優 K-0 5 1 抽 K - 0 5 1 t 1 K - 0 9 1 K - 0 9 0 P M B A F O U L A B E B a f o u l a b e S i t a c o u n o u b a 4 4 1 0° 4 4’ 4 2” W  1 3° 5 8’ 1 2” N  8 8 % X ○ 4 7 0  m 7 5  m

優 K - 0 5 2 抽 K - 0 5 2 t 1 K - 0 9 4 K - 0 9 3 P M K A Y E S B a n g a s s i B a n g a s s i  D .  M a u r e 2 2 7 1 1° 3 6’ 2 1” W  1 4° 0 3’ 0 3” N  8 8 % X ○ 4 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 5 3 抽 K - 0 5 3 t 1 K - 0 9 9 K - 0 9 8 P M K A Y E S D i a m o u B a n g a s s i 3 7 5 1 1° 1 3’ 4 3” W  1 4° 1 2’ 3 6” N  7 7 % ○ ○ 5 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 5 4 抽 K - 0 5 4 t 1 K - 0 6 2 K - 0 6 1 P M B A F O U L A B E O u a l i a S a m b a y a 3 1 5 1 0° 0 7’ 0 2” W  1 3° 2 6’ 2 8” N  8 8 % △ △ 3 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 5 5 抽 K - 0 5 5 t 1 K - 0 6 4 K - 0 6 3 P M B A F O U L A B E M a h i n a D i g u i l a 3 1 6 1 0° 3 0’ 5 8” W  1 3° 0 4’ 4 0” N  8 8 % △ △ 3 2 0  m 2 5  m

優 K - 0 5 6 抽 K - 0 5 6 t 1 K - 0 8 6 K - 0 8 5 P M B A F O U L A B E B a f o u l a b e D o u n a n 2 4 2 1 0° 4 6’ 5 3” W  1 3° 4 7’ 4 3” N  8 8 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 K - 0 5 7 抽 K - 0 5 7 t 1 K - 0 9 5 K - 0 9 4 P M K A Y E S B a n g a s s i
D i g u i d j a n
G o p e l a

2 4 0 1 1° 2 8’ 2 4” W  1 4° 2 0’ 1 4” N  8 8 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 K - 0 5 8 抽 K - 0 5 8 t 1 K - 0 6 7 K - 0 6 6 P M B A F O U L A B E M a h i n a G a l o u k o n e 3 3 8 1 0° 4 0’ 1 5” W  1 3° 4 4’ 4 8” N  7 7 % ○ X 4 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 5 9 抽 K - 0 5 9 t 1 K - 0 5 9 K - 0 5 8 P M B A F O U L A B E O u a l i a F o u r a s s o 6 0 0 9° 5 3’ 1 0” W  1 3° 2 7’ 3 1” N  7 7 % △ ○ 4 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 6 0 抽 K - 0 6 0 t 1 K - 0 6 1 K - 0 6 0 P M B A F O U L A B E O u a l i a M o r i a 1 2 6 1 0° 1 3’ 4 0” W  1 3° 3 0’ 3 1” N  7 7 % △ △ 3 2 0  m 2 5  m

優 K - 0 6 1 抽 K - 0 6 1 t 1 K - 0 9 3 K - 0 9 2 P M K A Y E S B a n g a s s i B a n g a s s i  G o p e l a 7 0 1 1° 3 0’ 4 6” W  1 4° 3 7’ 5 9” N  7 7 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 6 2 抽 K - 0 6 2 t 1 K - 0 5 3 K - 0 5 3 P M B A F O U L A B E T o m o r a K e o u l e g n a 1 3 2 1 0° 3 1’ 3 1” W  1 4° 0 5’ 1 4” N  5 5 % ○ ○ 5 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 6 3 抽 K - 0 6 3 t 1 K - 0 5 5 K - 0 5 5 P M B A F O U L A B E T o m o r a M a s s a d j i 6 3 1 0° 3 7’ 5 0” W  1 4° 0 4’ 5 0” N  5 5 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 6 4 抽 K - 0 6 4 t 1 K - 0 7 8 K - 0 7 7 P M B A F O U L A B E K o n t e l a A n s o f r i 4 5 3 1 0° 1 8’ 2 5” W  1 4° 0 6’ 2 6” N  5 5 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 6 5 抽 K - 0 6 5 t 1 K - 0 8 5 K - 0 8 4 P M B A F O U L A B E B a f o u l a b e D i t a t o u m a n i a 5 2 6 1 0° 4 0’ 4 1” W  1 4° 0 4’ 0 6” N  5 5 % ○ ○ 5 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 6 6 抽 K - 0 6 6 t 1 K - 0 5 4 K - 0 5 4 P M B A F O U L A B E T o m o r a K e r s i g n a n e 3 7 1 0° 2 7’ 4 6” W  1 4° 1 7’ 0 0” N  5 5 % ○ X 4 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 6 7 抽 K - 0 6 7 t 1 K - 0 7 9 K - 0 7 8 P M B A F O U L A B E K o n t e l a D i g u i n e 4 0 1 0° 1 0’ 1 0” W  1 3° 5 3’ 4 6” N  5 5 % ○ △ 4 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 6 8 抽 K - 0 6 8 t 1 K - 0 5 2 K - 0 5 2 P M B A F O U L A B E T o m o r a G a o 2 9 4 1 0° 2 0’ 4 4” W  1 4° 0 0’ 2 8” N  5 5 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 K - 0 6 9 抽 K - 0 6 9 t 1 K - 0 2 9 K - 0 2 9 P M K E N I E B A K e n i e b a T i n t i k a b a n e 1 4 0 1 1° 2 1’ 3 6” W 1 2° 4 2’ 3 6” N  6 6 % △ △ 3 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 7 0 抽 K - 0 7 0 t 1 K - 0 3 9 K - 0 3 9 P M K E N I E B A F a l e a I l l i m a l o 2 9 6 1 1° 2 6’ 1 3” W 1 2° 0 2’ 1 3” N  6 6 % △ △ 3 4 0  m 4 5  m

優 K - 0 7 1 抽 K - 0 7 1 t 1 K - 0 0 5 K - 0 0 5 P M K E N I E B A D a b i a M a n k o u k e 1 , 0 5 0 1 1° 0 0’ 2 3” W 1 2° 2 0’ 0 4” N  6 6 % ○ ○ 5 8 5  m 9 0  m

優 K - 0 7 2 抽 K - 0 7 2 t 1 K - 0 2 3 K - 0 2 3 P M K E N I E B A S a g a l o S i t a n i y e n g u e 2 7 4 1 0° 2 0’ 5 2” W 1 2° 1 0’ 2 1” N  6 6 % ○ ○ 5 1 0 0  m 1 0 5  m

優 K - 0 7 3 抽 K - 0 7 3 t 1 K - 0 4 2 K - 0 4 2 P M K E N I E B A F a l e a K o n i s s a y a 8 7 1 1° 2 5’ 2 2” W 1 2° 0 1’ 0 5” N  6 6 % ○ ○ 5 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 7 4 抽 K - 0 7 4 t 1 K - 0 1 3 K - 0 1 3 P M K E N I E B A K r o u k o t o O u l a r a 1 9 8 1 0° 2 4’ 4 0” W 1 2° 4 4’ 3 1” N  6 6 % X ○ 4 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 7 5 抽 K - 0 7 5 t 1 K - 0 2 1 K - 0 2 1 P M K E N I E B A S a g a l o F a r i 2 3 8 1 0° 3 0’ 5 5” W 1 2° 1 0’ 1 6” N  6 6 % △ ○ 4 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 7 6 抽 K - 0 7 6 t 1 K - 0 1 0 K - 0 1 0 P M K E N I E B A K r o u k o t o B i n b i a 3 5 4 1 0° 3 1’ 3 0” W 1 2° 2 8’ 3 2” N  6 6 % △ △ 3 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 7 7 抽 K - 0 7 7 t 1 K - 0 1 1 K - 0 1 1 P M K E N I E B A K r o u k o t o M a d i n a  T a l i b e 2 8 5 1 0° 4 1’ 2 0” W 1 2° 2 4’ 5 3” N  6 6 % △ △ 3 1 5 0  m 1 5 5  m

優 K - 0 7 8 抽 K - 0 7 8 t 1 K - 0 1 2 K - 0 1 2 P M K E N I E B A K r o u k o t o N a m o u 2 5 4 1 0° 3 0’ 3 0” W 1 2° 1 0’ 3 6” N  6 6 % △ △ 3 5 0  m 5 5  m

優 K - 0 7 9 抽 K - 0 7 9 t 1 K - 0 1 4 K - 0 1 4 P M K E N I E B A K r o u k o t o S a r a y a 1 3 0 1 0° 3 0’ 3 4” W 1 2° 0 4’ 4 1” N  6 6 % △ △ 3 1 2 0  m 1 2 5  m

優 K - 0 8 0 抽 K - 0 8 0 t 1 K - 0 1 6 K - 0 1 6 P M K E N I E B A S a g a l o A l a m a k o l o n 3 0 9 1 0° 4 0’ 5 7” W 1 2° 0 0’ 2 1” N  6 6 % △ △ 3 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 8 1 抽 K - 0 8 1 t 1 K - 0 1 7 K - 0 1 7 P M K E N I E B A S a g a l o D i e g o u m a k o 3 9 1 1 0° 3 6’ 3 2” W 1 2° 0 6’ 0 0” N  6 6 % △ △ 3 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 8 2 抽 K - 0 8 2 t 1 K - 0 2 0 K - 0 2 0 P M K E N I E B A S a g a l o D i r e  O u o l o g o 2 4 9 1 0° 4 4’ 5 2” W 1 2° 0 1’ 2 0” N  6 6 % △ △ 3 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 8 3 抽 K - 0 8 3 t 1 K - 0 2 2 K - 0 2 2 P M K E N I E B A S a g a l o N i a r y a 3 4 6 1 0° 4 6’ 2 5” W 1 2° 1 5’ 5 6” N  6 6 % △ △ 3 4 0  m 4 5  m

優 K - 0 8 4 抽 K - 0 8 4 t 1 K - 0 2 8 K - 0 2 8 P M K E N I E B A K e n i e b a M a d i a n d i n g 3 6 5 1 1° 0 2’ 2 6” W 1 2° 5 5’ 3 8” N  6 6 % △ △ 3 6 0  m 6 5  m

優 K - 0 8 5 抽 K - 0 8 5 t 1 K - 0 4 3 K - 0 4 3 P M K E N I E B A F a l e a K o u m a s s i 2 7 0 1 1° 1 4’ 4 2” W 1 2° 0 4’ 0 8” N  6 6 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 8 6 抽 K - 0 8 6 t 1 K - 0 0 2 K - 0 0 2 P M K E N I E B A D a b i a G a m b a l i 1 5 2 1 1° 0 6’ 2 0” W 1 2° 4 2’ 2 0” N  6 6 % ○ ○ 5 9 0  m 9 5  m

優 K - 0 8 7 抽 K - 0 8 7 t 1 K - 0 0 4 K - 0 0 4 P M K E N I E B A D a b i a K o n t e a 1 8 6 1 1° 0 6’ 4 8” W 1 2° 4 3’ 2 0” N  6 6 % ○ ○ 5 8 0  m 8 5  m

優 K - 0 8 8 抽 K - 0 8 8 t 1 K - 0 0 7 K - 0 0 7 P M K E N I E B A B a y e K o b o k o t o 6 8 3 1 1° 0 2’ 4 5” W 1 2° 4 0’ 2 5” N  6 6 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 K - 0 8 9 抽 K - 0 8 9 t 1 K - 0 2 5 K - 0 2 5 P M K E N I E B A K e n i e b a B a s s i a 6 8 1 1 1° 0 0’ 5 5” W 1 2° 4 7’ 2 0” N  6 6 % △ △ 3 3 0  m 3 5  m

優 給 K- 00 1 抽 給 K- 0 0 1 t 1 K M - 0 0 1 K - 1 1 2 A E P K A Y E S S a m é - D i o g o m a S a m e  p l a n t a t i o n 2 , 0 0 0 1 1° 3 5’ 4 3” W  1 4° 3 0’ 4 4” N  7 7 % ○ ○ 5 7 0  m 7 5  m

“優 K -　 ”／ “抽 K -　 ”： 人 力 ポ ン プ 付 井 戸

“優 給 K -”／ “抽 給 K -”： 小 規 模 給 水 施 設

対象村落抽出表：カイ州 
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表 3.2.6 人力ポンプ深付井戸及び小規模給水施設建設候補村落： SEGOU Region 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優 S - 0 0 1 抽 S - 0 0 1 t 1 S - 0 9 9 S - 0 9 9 P M S E G O U P e l l e n g a n a K o u k o u n 1 , 2 5 0 0 6 ° 1 1 ’ 3 0 ” W 1 3 ° 2 9 ’ 3 0 ” N 9 9 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 0 2 抽 S - 0 0 2 t 1 S - 0 5 6 S - 0 5 6 P M N I O N O D i a b a l y K o u r o u m a 2 , 9 7 1 0 6 ° 0 0 ’ 0 4 ” W 1 4 ° 3 9 ’ 5 3 ” N 9 9 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 0 3 抽 S - 0 0 3 t 1 S - 0 5 7 S - 0 5 7 P M N I O N O D o g o f r y S a n s s a n d i n g  C o u r a 1 , 3 5 1 0 5 ° 3 8 ’ 3 8 ” W 1 4 ° 5 0 ’ 2 8 ” N 9 9 % △ △ 3 3 0 m 3 5  m

優 S - 0 0 4 抽 S - 0 0 4 t 1 S - 0 3 6 S - 0 3 6 P M S A N N ’ g o a D i n s o 1 , 2 0 2 0 5 ° 0 8 ’ 4 7 ” W 1 3 ° 1 4 ’ 2 1 ” N 6 6 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 0 5 抽 S - 0 0 5 t 1 S - 0 4 5 S - 0 4 5 P M B L A K a z a n g a s s o K a p r é 1 , 9 9 8 0 5 ° 3 5 ’ 1 7 ” W 1 3 ° 0 3 ’ 3 7 ” N 6 6 % △ △ 3 7 0 m 7 5  m

優 S - 0 0 6 抽 S - 0 0 6 t 1 S - 0 1 9 S - 0 1 9 P M T O M I N I A N M a n d i a k u y P e r a k u y 1 , 2 8 4 0 4 ° 2 9 ’ 8 6 ” W 1 2 ° 5 5 ’ 2 4 ” N 5 5 % X ○ 4 5 0 m 5 5  m

優 S - 0 0 7 抽 S - 0 0 7 t 1 S - 0 2 9 S - 0 2 9 P M T O M I N I A N B a n e n a M a n i n a 1 , 4 4 4 0 4 ° 2 8 ’ 4 1 ” W 1 2 ° 0 8 ’ 1 2 ” N 5 5 % △ △ 3 2 0 m 2 5  m

優 S - 0 0 8 抽 S - 0 0 8 t 1 S - 0 3 7 S - 0 3 7 P M S A N N ’ g o a P a r a m p a s s o 1 , 0 5 9 0 5 ° 0 6 ’ 4 2 ” W 1 3 ° 1 7 ’ 5 1 ” N 1 0 5 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 0 9 抽 S - 0 0 9 t 1 S - 0 9 3 S - 0 9 3 P M S E G O U K a t i e n a F a m a n a 8 6 6 0 5 ° 2 7 ’ 8 7 ” W 1 3 ° 2 1 ’ 0 7 ” N 8 3 % ○ ○ 5 9 0 m 9 5  m

優 S - 0 1 0 抽 S - 0 1 0 t 1 S - 0 9 4 S - 0 9 4 P M S E G O U K a t i e n a N ’ d i é d o u g o u 8 0 3 0 5 ° 4 1 ’ 5 0 ” W 1 3 ° 2 3 ’ 4 5 ” N 8 3 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 1 1 抽 S - 0 1 1 t 1 S - 1 0 0 S - 1 0 0 P M S E G O U P e l l e n g a n a M ’ P é b a 9 0 2 0 6 ° 0 0 ’ 3 3 ” W 1 3 ° 3 0 ’ 1 6 ” N 8 3 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 1 2 抽 S - 0 1 2 t 1 S - 0 7 5 S - 0 7 5 P M S A N K a s s o r a l a N a n a n i  D j i r é 1 , 0 5 8 0 4 ° 4 7 ’ 3 4 ” W 1 2 ° 4 1 ’ 0 1 ” N 6 6 % △ △ 3 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 1 3 抽 S - 0 1 3 t 1 S - 0 5 8 S - 0 5 8 P M N I O N O D o g o f r y T o u b a  K  0 6 1 , 1 2 6 0 6 ° 0 1 ’ 2 4 ” W 1 4 ° 5 0 ’ 5 6 ” N 7 7 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 1 4 抽 S - 0 1 4 t 1 S - 0 6 3 S - 0 6 3 P M N I O N O S i r i b i l a K a n a b o u g o u 1 , 1 3 9 0 6 ° 0 2 ° 1 0 ° W 1 4 ° 0 7 ° 5 6 ° N 7 7 % ○ X 4 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 1 5 抽 S - 0 1 5 t 1 S - 0 3 8 S - 0 3 8 P M B A R A O U I L I S a n a d o S i n a k o r o b o u g o u 9 8 0 0 6 ° 2 5 ’ 0 7 ” W 1 3 ° 0 4 ’ 4 1 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 1 6 抽 S - 0 1 6 t 1 S - 0 2 8 S - 0 2 8 P M T O M I N I A N B a n e n a K o y a 8 1 4 0 4 ° 1 8 ’ 1 3 ” W 1 3 ° 0 2 ’ 3 9 ” N 5 5 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 1 7 抽 S - 0 1 7 t 1 S - 0 2 5 S - 0 2 5 P M T O M I N I A N K o u l a K o m b o r y  k o u n a 1 , 0 2 5 0 4 ° 0 7 ’ 4 4 ” W 1 2 ° 5 9 ’ 0 9 ” N 5 5 % △ △ 3 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 1 8 抽 S - 0 1 8 t 1 S - 0 1 4 S - 0 1 4 P M T O M I N I A N K a m i a n d o u g o u N a k o r o 4 0 1 0 5 ° 3 4 ’ 3 4 ” W 1 3 ° 4 3 ’ 2 6 ” N 1 0 5 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 1 9 抽 S - 0 1 9 t 1 S - 1 0 1 S - 1 0 1 P M S E G O U P e l l e n g a n a D i a k o r o 6 4 6 0 6 ° 0 9 ’ 2 0 ” W 1 3 ° 3 5 ’ 2 1 ” N 9 9 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 2 0 抽 S - 0 2 0 t 1 S - 0 9 6 S - 0 9 6 P M S E G O U K a t i e n a W a n g a n a 7 0 2 0 5 ° 3 1 ’ 2 2 ” W 1 3 ° 2 7 ’ 5 4 ” N 8 3 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 2 1 抽 S - 0 2 1 t 1 S - 0 9 7 S - 0 9 7 P M S E G O U K a t i e n a B o l a 6 5 8 0 5 ° 4 3 ’ 7 3 ” W 1 3 ° 3 6 ’ 2 1 ” N 8 3 % ○ ○ 5 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 2 2 抽 S - 0 2 2 t 1 S - 0 4 9 S - 0 4 9 P M B A R A O U I L I B a r a o u i l i N i o n t o m b o u g o u  B a m 4 8 0 0 6 ° 4 5 ’ 1 2 ” W 1 3 ° 0 7 ’ 1 8 ” N 6 6 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 2 3 抽 S - 0 2 3 t 1 S - 0 5 0 S - 0 5 0 P M B A R A O U I L I B o i d i e D i e n g o 4 8 7 0 7 ° 5 9 ’ 5 0 ” W 1 3 ° 1 4 ’ 4 3 ” N 6 6 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 2 4 抽 S - 0 2 4 t 1 S - 0 7 7 S - 0 7 7 P M S A N K a s s o r a l a M a d i n a  T a b o u a k a n 4 5 2 0 4 ° 5 0 ’ 3 5 ” W 1 2 ° 4 2 ’ 2 2 ” N 6 6 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 2 5 抽 S - 0 2 5 t 1 S - 0 8 8 S - 0 8 8 P M S E G O U C i n z a n a S o n s o r o b o u g o u 5 8 6 0 6 ° 0 1 ’ 3 1 ” W 1 3 ° 1 9 ’ 5 9 ” N 8 3 % △ △ 3 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 2 6 抽 S - 0 2 6 t 1 S - 0 9 5 S - 0 9 5 P M S E G O U K a t i e n a T o g o b a 7 9 2 0 5 ° 3 3 ’ 3 8 ” W 1 3 ° 1 6 ’ 7 8 ” N 8 3 % △ △ 3 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 2 7 抽 S - 0 2 7 t 1 S - 0 9 8 S - 0 9 8 P M S E G O U K a t i e n a B o l i k o u n g o 5 2 4 0 5 ° 3 3 ’ 0 7 ” W 1 3 ° 2 6 ’ 3 9 ” N 8 3 % △ △ 3 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 2 8 抽 S - 0 2 8 t 1 S - 0 4 6 S - 0 4 6 P M B L A K a z a n g a s s o S a n g o u l a  D j i r é l a 4 6 0 0 5 ° 3 4 ’ 5 9 ” W 1 3 ° 0 4 ’ 1 5 ” N 6 6 % ○ X 4 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 2 9 抽 S - 0 2 9 t 1 S - 0 5 4 S - 0 5 4 P M N I O N O D i a b a l y N i e s s o u m a n a 6 0 6 0 6 ° 0 1 ’ 5 6 ” W 1 4 ° 3 1 ’ 0 8 ” N 9 9 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 3 0 抽 S - 0 3 0 t 1 S - 0 7 1 S - 0 7 1 P M N I O N O D i e l i S o u m b a l a 7 6 8 0 5 ° 0 8 ’ 2 4 ” W 1 3 ° 0 9 ’ 0 9 ” N 6 6 % △ △ 3 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 3 1 抽 S - 0 3 1 t 1 S - 0 0 4 S - 0 0 4 P M S E G O U F a t i n é K o b a  s o k o l a 5 0 0 0 5 ° 2 6 ’ 3 8 ” W 1 3 ° 3 0 ’ 1 1 ” N 8 3 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 3 2 抽 S - 0 3 2 t 1 S - 0 4 8 S - 0 4 8 P M B A R A O U I L I B a r a o u i l i T i é n a m b o u g o u 5 9 3 0 6 ° 1 1 ’ 1 1 ” W 1 3 ° 4 6 ’ 2 6 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 3 3 抽 S - 0 3 3 t 1 S - 0 6 7 S - 0 6 7 P M N I O N O S o k o l o S é g o u  C o u r a  S K  1 8 6 5 5 0 6 ° 0 4 ’ 5 9 ” W 1 4 ° 4 3 ’ 2 9 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 3 4 抽 S - 0 3 4 t 1 S - 0 6 0 S - 0 6 0 P M N I O N O D o g o f r y K a b a n - C o u r a 5 7 2 0 6 ° 0 0 ’ 3 6 ” W 1 4 ° 4 9 ’ 1 4 ” N 7 7 % X ○ 4 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 3 5 抽 S - 0 3 5 t 1 S - 0 5 9 S - 0 5 9 P M N I O N O D o g o f r y D a g a b o r y 5 8 8 0 5 ° 5 3 ’ 3 5 ” W 1 4 ° 5 5 ’ 0 5 ” N 7 7 % △ △ 3 3 0 m 3 5  m

優 S - 0 3 6 抽 S - 0 3 6 t 1 S - 0 6 1 S - 0 6 1 P M N I O N O M a r i k o K o n o k a s s y 7 8 2 0 6 ° 0 4 ’ 1 6 ” W 1 4 ° 2 2 ’ 1 2 ” N 7 7 % △ △ 3 1 3 0 m 1 3 5  m

優 S - 0 3 7 抽 S - 0 3 7 t 1 S - 0 6 5 S - 0 6 5 P M N I O N O S i r i b i l a H a t t a  w e r e 5 2 0 0 6 ° 0 2 ° 2 0 ° W 1 4 ° 0 7 ° 1 0 ° N 7 7 % X △ 2 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 3 8 抽 S - 0 3 8 t 1 S - 0 0 7 S - 0 0 7 P M S E G O U K o n o d i m i n i M a s s a b o u g o u 5 1 1 0 6 ° 3 1 ’ 3 3 ” W 1 3 ° 1 1 ’ 4 9 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 3 9 抽 S - 0 3 9 t 1 S - 0 0 8 S - 0 0 8 P M S E G O U K o n o d i m i n i P r i n p i a  w o r o d i a 7 5 7 0 6 ° 3 3 ’ 5 5 ” W 1 3 ° 1 0 ’ 3 6 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 4 0 抽 S - 0 4 0 t 1 S - 0 4 0 S - 0 4 0 P M B A R A O U I L I S a n a d o B o u n o n 5 0 1 0 6 ° 2 3 ’ 4 5 ” W 1 3 ° 1 0 ’ 2 9 ” N 7 7 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

対 象 村 落 抽 出 表 ： セ グ ー 州

s e - 1 s e - 2 配 点

サ ー ク
ル 名

物 理 探
査 N o .

村 落 名 着 水 確
率 予 想

経 度 緯 度

優 先
順 位

仮 N o .

座 　 標

抽 出 N o .
コ ン ミ ュ ー

ン 名

ポ ン プ
の

タ イ プ

物 理 探 査

着 水
予 想
深 度

掘 削
深 度

人 口

優 S - 0 4 1 抽 S - 0 4 1 t 1 S - 0 2 1 S - 0 2 1 P M T O M I N I A N S a n e k u y D o n k o r o k u y 5 2 8 0 4 ° 4 4 ’ 3 2 ” W 1 3 ° 0 1 ’ 2 2 ” N 6 6 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 4 2 抽 S - 0 4 2 t 1 S - 0 3 5 S - 0 3 5 P M S A N N ’ g o a D a l l a 4 7 7 0 5 ° 1 1 ’ 5 9 ” W 1 3 ° 1 1 ’ 5 0 ” N 6 6 % ○ ○ 5 5 0 m 5 5  m

優 S - 0 4 3 抽 S - 0 4 3 t 1 S - 0 1 7 S - 0 1 7 P M T O M I N I A N M a n d i a k u y K o n a 4 8 5 0 4 ° 2 6 ’ 8 4 ” W 1 2 ° 5 4 ’ 0 2 ” N 5 5 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 4 4 抽 S - 0 4 4 t 1 S - 0 2 6 S - 0 2 6 P M T O M I N I A N K o u l a P a r a z i l o 4 9 0 0 4 ° 1 7 ’ 1 9 ” W 1 3 ° 2 5 ’ 0 5 ” N 5 5 % △ △ 3 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 4 5 抽 S - 0 4 5 t 1 S - 0 8 3 S - 0 8 3 P M S E G O U C i n z a n a B a f o b o u g o u 3 7 7 0 6 ° 0 2 ’ 4 8 ” W 1 3 ° 2 5 ’ 3 6 ” N 8 3 % ○ ○ 5 6 5 m 7 0  m

優 S - 0 4 6 抽 S - 0 4 6 t 1 S - 0 8 4 S - 0 8 4 P M S E G O U C i n z a n a B a l a n g o  w è r è 2 3 7 0 5 ° 4 6 ’ 3 3 ” W 1 3 ° 1 6 ’ 2 0 ” N 8 3 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 4 7 抽 S - 0 4 7 t 1 S - 0 8 5 S - 0 8 5 P M S E G O U C i n z a n a D o t o m b o u h o u 2 6 9 0 5 ° 5 8 ° 3 4 ° W 1 3 ° 2 5 ° 5 5 ° N 8 3 % ○ ○ 5 9 0 m 9 5  m

優 S - 0 4 8 抽 S - 0 4 8 t 1 S - 0 8 7 S - 0 8 7 P M S E G O U C i n z a n a S i r a n g o 2 6 1 0 5 ° 5 3 ’ 3 0 ” W 1 3 ° 2 3 ’ 0 7 ” N 8 3 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 4 9 抽 S - 0 4 9 t 1 S - 0 8 9 S - 0 8 9 P M S E G O U C i n z a n a F o l a n a s s i b o u g o u 3 8 0 0 6 ° 0 0 ° 0 2 ° W 1 3 ° 2 4 ° 0 2 ° N 8 3 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 5 0 抽 S - 0 5 0 t 1 S - 0 9 0 S - 0 9 0 P M S E G O U C i n z a n a T o u a t o l a 3 6 3 0 5 ° 4 3 ’ 3 5 ” W 1 3 ° 2 5 ’ 6 0 ” N 8 3 % ○ ○ 5 7 5 m 8 0  m

優 S - 0 5 1 抽 S - 0 5 1 t 1 S - 0 9 1 S - 0 9 1 P M S E G O U C i n z a n a M o u s s a  w è r è 3 5 3 0 5 ° 4 6 ’ 4 5 ” W 1 3 ° 3 1 ’ 5 1 ” N 8 3 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 5 2 抽 S - 0 5 2 t 1 S - 0 0 5 S - 0 0 5 P M S E G O U K o n o d i m i n i B e n e  w e r e 3 5 3 0 6 ° 3 1 ’ 1 6 ” W 1 3 ° 0 8 ’ 5 2 ” N 1 0 5 % △ △ 3 9 0 m 9 5  m

優 S - 0 5 3 抽 S - 0 5 3 t 1 S - 0 5 2 S - 0 5 2 P M B A R A O U I L I K o n o b o u g o u T o n g a n i 2 7 1 0 6 ° 3 8 ’ 2 5 ” W 1 2 ° 5 7 ’ 2 5 ” N 6 6 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 5 4 抽 S - 0 5 4 t 1 S - 0 7 6 S - 0 7 6 P M S A N K a s s o r a l a M a d i n a  Z a n k a n 6 1 6 0 4 ° 4 7 ’ 5 0 ” W 1 2 ° 4 4 ’ 2 8 ” N 6 6 % ○ ○ 5 7 0 m 7 5  m

優 S - 0 5 5 抽 S - 0 5 5 t 1 S - 0 8 1 S - 0 8 1 P M S A N M o r i b i l a M o r i b a  M a n k a n 2 3 7 0 4 ° 5 0 ’ 3 5 ” W 1 2 ° 4 2 ’ 2 2 ” N 6 6 % X ○ 4 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 5 6 抽 S - 0 5 6 t 1 S - 0 5 3 S - 0 5 3 P M B A R A O U I L I K o n o b o u g o u K o l a b o u g o u 4 2 2 0 6 ° 5 0 ’ 0 9 ” W 1 2 ° 4 0 ’ 0 5 ” N 6 6 % △ △ 3 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 5 7 抽 S - 0 5 7 t 1 S - 0 8 2 S - 0 8 2 P M S A N M o r i b i l a M o r i b i l a  N i k a n k a n 2 3 6 0 5 ° 0 2 ’ 2 5 ” W 1 2 ° 3 9 ’ 2 1 ” N 6 6 % △ △ 3 1 0 m 1 5  m

優 S - 0 5 8 抽 S - 0 5 8 t 1 S - 0 6 4 S - 0 6 4 P M N I O N O S i r i b i l a K a n a  w e r e 6 0 0 0 4 ° 4 4 ° 2 5 ° W 1 2 ° 5 9 ° 1 9 ° N 6 6 % △ △ 3 3 0 m 3 5  m

優 S - 0 5 9 抽 S - 0 5 9 t 1 S - 0 0 2 S - 0 0 2 P M S E G O U F a t i n é K a b a  w e r e 4 9 2 0 5 ° 2 5 ’ 0 1 ” W 1 3 ° 3 0 ’ 4 3 ” N 8 3 % ○ ○ 5 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 6 0 抽 S - 0 6 0 t 1 S - 0 0 3 S - 0 0 3 P M S E G O U F a t i n é K a s s o r o l a 3 9 3 0 5 ° 2 4 ’ 1 2 ” W 1 3 ° 3 0 ’ 0 3 ” N 8 3 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 6 1 抽 S - 0 6 1 t 1 S - 0 9 2 S - 0 9 2 P M S E G O U C i n z a n a O u e n d i a 2 8 3 0 6 ° 0 0 ’ 2 1 ” W 1 3 ° 1 7 ’ 2 7 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 6 2 抽 S - 0 6 2 t 1 S - 0 5 1 S - 0 5 1 P M B A R A O U I L I B o i d i e Z é g u é l a 2 4 3 0 6 ° 1 8 ’ 0 2 ” W 1 3 ° 1 9 ’ 6 0 ” N 7 7 % △ △ 3 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 6 3 抽 S - 0 6 3 t 1 S - 0 6 8 S - 0 6 8 P M N I O N O S o k o l o N é m a b o u g o u 3 1 1 0 6 ° 0 4 ’ 5 4 ” W 1 4 ° 4 4 ’ 4 9 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 6 4 抽 S - 0 6 4 t 1 S - 0 6 9 S - 0 6 9 P M N I O N O S o k o l o H a m d a l a y e  S K  1 9 2 7 6 0 6 ° 0 5 ’ 1 1 ” W 1 4 ° 4 6 ’ 0 8 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 6 5 抽 S - 0 6 5 t 1 S - 0 7 0 S - 0 7 0 P M N I O N O S o k o l o D a r s a l a m  S K  2 1 2 6 3 0 6 ° 0 5 ’ 5 5 ” W 1 4 ° 4 5 ’ 3 4 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 6 6 抽 S - 0 6 6 t 1 S - 0 0 6 S - 0 0 6 P M S E G O U K o n o d i m i n i D a o u l a b o u g o u 3 4 4 0 6 ° 2 7 ’ 0 3 ” W 1 3 ° 1 5 ’ 0 3 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 6 7 抽 S - 0 6 7 t 1 S - 0 0 9 S - 0 0 9 P M S E G O U K o n o d i m i n i Z a n a  k o r o  w e r e 2 9 6 0 6 ° 2 8 ’ 2 5 ” W 1 3 ° 1 9 ’ 3 9 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 6 8 抽 S - 0 6 8 t 1 S - 0 1 0 S - 0 1 0 P M S E G O U D i g a n i b o u g o u W e r e b a 2 6 3 0 6 ° 1 6 ’ 6 8 ” W 1 3 ° 3 0 ’ 7 0 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 6 9 抽 S - 0 6 9 t 1 S - 0 1 1 S - 0 1 1 P M S E G O U D i g a n i b o u g o u N g o u n a n d o 3 3 6 0 6 ° 1 4 ’ 7 4 ” W 1 3 ° 3 1 ’ 0 5 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 7 0 抽 S - 0 7 0 t 1 S - 0 1 3 S - 0 1 3 P M S E G O U D i g a n i b o u g o u B e l e k o u 2 0 0 0 6 ° 1 9 ’ 4 8 ” W 1 3 ° 3 4 ’ 4 4 ” N 7 7 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 7 1 抽 S - 0 7 1 t 1 S - 0 1 5 S - 0 1 5 P M T O M I N I A N K a m i a n d o u g o u T i a b o u g o u n i a g o l a l 2 6 3 0 6 ° 2 3 ’ 5 0 ” W 1 3 ° 3 9 ’ 2 0 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 7 2 抽 S - 0 7 2 t 1 S - 0 4 2 S - 0 4 2 P M B A R A O U I L I T e s s e r e l a S a k o î b a  w è r è 3 5 0 0 6 ° 1 0 ’ 5 8 ” W 1 3 ° 1 0 ’ 5 5 ” N 7 7 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 7 3 抽 S - 0 7 3 t 1 S - 0 4 3 S - 0 4 3 P M B A R A O U I L I T e s s e r e l a D o u g o u b o u g o u 3 2 1 0 6 ° 1 1 ’ 2 4 ” W 1 3 ° 1 3 ’ 3 1 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 7 4 抽 S - 0 7 4 t 1 S - 0 3 0 S - 0 3 0 P M S A N N i a s s o B e l e n s s o n i 2 6 1 0 5 ° 0 5 ’ 1 7 ” W 1 3 ° 0 5 ’ 1 2 ” N 6 6 % ○ ○ 5 9 0 m 9 5  m

優 S - 0 7 5 抽 S - 0 7 5 t 1 S - 0 3 1 S - 0 3 1 P M S A N N i a s s o C i n z o 2 2 3 0 5 ° 0 2 ’ 2 9 ” W 1 3 ° 1 2 ’ 0 2 ” N 6 6 % ○ ○ 5 6 0 m 6 5  m

優 S - 0 7 6 抽 S - 0 7 6 t 1 S - 0 3 2 S - 0 3 2 P M S A N N i a s s o D i o u  p e u l h 2 2 5 0 5 ° 0 3 ’ 0 2 ” W 1 3 ° 1 7 ’ 3 0 ” N 6 6 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 S - 0 7 7 抽 S - 0 7 7 t 1 S - 0 3 4 S - 0 3 4 P M S A N N ’ g o a B o s s o b a b o b o 3 4 9 0 5 ° 0 7 ’ 1 0 ” W 1 3 ° 1 7 ’ 0 4 ” N 6 6 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

優 S - 0 7 8 抽 S - 0 7 8 t 1 S - 0 3 9 S - 0 3 9 P M B A R A O U I L I S a n a d o S i o k o l o n 2 7 7 0 6 ° 2 5 ’ 5 0 ” W 1 2 ° 5 2 ’ 4 1 ” N 6 6 % ○ ○ 5 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 7 9 抽 S - 0 7 9 t 1 S - 0 4 1 S - 0 4 1 P M B A R A O U I L I T e s s e r e l a D é n é g o u g o u 3 8 3 0 6 ° 1 4 ’ 0 7 ” W 1 3 ° 1 0 ’ 0 7 ” N 7 7 % △ △ 3 1 5 0 m 1 5 5  m

優 S - 0 8 0 抽 S - 0 8 0 t 1 S - 0 4 4 S - 0 4 4 P M B A R A O U I L I T e s s e r e l a S o r o b a  w è r è 3 0 3 0 6 ° 1 0 ’ 2 8 ” W 1 3 ° 1 0 ’ 4 7 ” N 7 7 % △ △ 3 1 2 0 m 1 2 5  m

優 S - 0 8 1 抽 S - 0 8 1 t 1 S M - 0 0 3 K - 0 0 1 P M N I O N O D o g o f r y B a m a m b a  K 0 1 3 , 9 0 1 0 6 ° 0 1 ’ 0 3 ” W 1 4 ° 4 9 ’ 0 7 ” N 9 9 % ○ ○ 5 8 0 m 8 5  m

優 給 S - 0 0 1 抽 給 S - 0 0 1 t 1 S M - 0 0 2 S - 1 0 4 A E P S E G O U S a m i n é S a m i n é 4 , 6 5 1 0 6 ° 0 5 ’ 1 5 ” W 1 3 ° 0 8 ’ 0 8 ” N 7 7 % ○ ○ 5 1 0 0 m 1 0 5  m

“優 S -　 ”／ “抽 S -　 ” ： 人 力 ポ ン プ 付 井 戸

“優 給 S - ”／ “抽 給 S - ” ： 小 規 模 給 水 施 設

対象村落抽出表：セグー州 
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表 3.2.7 人力ポンプ深付井戸及び小規模給水施設建設候補村落： MOPTI Region 

 
 
 
 
 優M-001 抽M-001 t1M-016 M-063 PM KORO Dioungani Dioungani (Diombam) peulh 2,150 02° 44’ 00” W 14° 18’ 00” N 66% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-002 抽M-002 t1M-042 M-089 PM KORO Bondo Boondo (Bondo ) 2,500 03° 00’ 00” W 14° 06’ 00” N 50% △ △ 3 30m 35 m
優M-003 抽M-003 t1M-040 M-140 PM KORO Dougouténé Ⅱ Tansago (Tansagou) 1,580 03° 23’ 00” W 13° 53’ 00” N 55% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-004 抽M-004 t1M-011 M-058 PM KORO Dinangourou Guimini 1,100 02° 22’ 00” W 14° 21’ 00” N 77% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-005 抽M-005 t1M-013 M-060 PM KORO Dioungani Aldouma 1,200 02° 41’ 00” W 14° 16’ 00” N 66% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-006 抽M-006 t1M-070 M-027 PM BANKASS Baye Minta 1,050 03° 19’ 00” W 13° 34’ 00” N 50% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-007 抽M-007 t1M-074 M-031 PM BANKASS Baye Goéré 874 03° 26’ 45” W 13° 30’ 11” N 55% △ △ 3 20m 25 m
優M-008 抽M-008 t1M-058 M-015 PM BANKASS Ouenkoro Pégueré 1,200 03° 47’ 00” W 13° 22’ 00” N 66% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-009 抽M-009 t1M-002 M-049 PM KORO Yoro Lofo( Lofa ) 780 02° 00’ 09” W 14° 17’ 22” 77% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-010 抽M-010 t1M-012 M-059 PM KORO Dinangourou Sari 573 02° 21’ 00” W 14° 24’ 00” N 77% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-011 抽M-011 t1M-010 M-057 PM KORO Dinangourou Alcoumbourou 489 02° 08’ 00” W 14° 28’ 00” N 77% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-012 抽M-012 t1M-126 M-126 PM DJENNE Fakala Charbon Da 650 04° 15’ 00” W 13° 55’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-013 抽M-013 t1M-071 M-028 PM BANKASS Baye Ouro 800 03° 19’ 00” W 13° 26’ 00” N 55% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-014 抽M-014 t1M-069 M-026 PM BANKASS Baye Oufou 500 03° 17’ 00” W 13° 31’ 00” N 55% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-015 抽M-015 t1M-072 M-029 PM BANKASS Baye Ourokouin(-konin) 750 03° 29’ 00” W 13° 26’ 00” N 50% ○ ○ 5 50m 55 m
優M-016 抽M-016 t1M-065 M-022 PM BANKASS Baye Kari 576 03° 28’ 00” W 13° 20’ 00” N 50% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-017 抽M-017 t1M-056 M-013 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Dia 600 03° 50’ 00” W 13° 37’ 00” N 77% ○ ○ 5 60m 65 m
優M-018 抽M-018 t1M-060 M-017 PM BANKASS Ouenkoro Nion 500 03° 46’ 00” W 13° 25’ 00” N 66% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-019 抽M-019 t1M-047 M-004 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Tindé 500 03° 41’ 00” W 13° 23’ 00” N 55% △ △ 3 40m 45 m
優M-020 抽M-020 t1M-053 M-010 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Madina Aly 700 03° 48’ 00” W 13° 35’ 00” N 77% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-021 抽M-021 t1M-051 M-008 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Mahana 500 03° 49’ 00” W 13° 30’ 00” N 77% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-022 抽M-022 t1M-055 M-012 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Tira 700 03° 51’ 00” W 13° 30’ 00” N 77% X ○ 4 40m 45 m
優M-023 抽M-023 t1M-059 M-016 PM BANKASS Ouenkoro Biaredé(Diarede) 625 03° 48’ 00” W 13° 22’ 00” N 66% △ △ 3 100m 105 m
優M-024 抽M-024 t1M-063 M-020 PM BANKASS Ouenkoro Gourtiel 487 03° 50’ 00” W 13° 22’ 00” N 66% △ △ 3 100m 105 m
優M-025 抽M-025 t1M-008 M-055 PM KORO Yoro Nassonnéle 199 02° 07’ 00” W 14° 10’ 00” N 77% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-026 抽M-026 t1M-009 M-056 PM KORO Yoro Tidoré 200 02° 06’ 00” W 14° 11’ 00” N 77% ○ ○ 5 40m 45 m
優M-027 抽M-027 t1M-005 M-052 PM KORO Yoro Yansolga 200 02° 02’ 00” W 14° 13’ 00” N 77% ○ ○ 5 60m 65 m
優M-028 抽M-028 t1M-018 M-065 PM KORO Dioungani Logossaye 200 02° 49’ 00” W 14° 16’ 00” N 66% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-029 抽M-029 t1M-014 M-061 PM KORO Dioungani Komini 200 02° 36’ 00” W 14° 18’ 00” N 66% ○ ○ 5 100m 105 m

対象村落抽出表：モプチ州

se-2経度
抽出No.

物理探査

緯度
着水
確率
予想

se-1

物理探査
No.

コンミューン名

座 標

配点
着水予
想深度

村落名 人口
優先
順位

仮No. サークル名
ポンプの
タイプ

掘削深度

優M-030 抽M-030 t1M-007 M-054 PM KORO Yoro Kindi 387 02° 03’ 00” W 14° 13’ 00” N 77% △ △ 3 60m 65 m
優M-031 抽M-031 t1M-006 M-053 PM KORO Yoro Damtao 200 02° 03’ 00” W 14° 19’ 00” N 77% △ △ 3 40m 45 m
優M-032 抽M-032 t1M-004 M-051 PM KORO Yoro Bodoli 200 02° 14’ 00” W 14° 14’ 00” N 77% △ △ 3 80m 85 m
優M-033 抽M-033 t1M-017 M-064 PM KORO Dioungani Sénéboumbo 200 02° 49’ 00” W 14° 10’ 00” N 66% △ △ 3 20m 25 m
優M-034 抽M-034 t1M-015 M-062 PM KORO Dioungani Atibou 200 02° 42’ 00” W 14° 18’ 00” N 66% △ △ 3 40m 45 m
優M-035 抽M-035 t1M-130 M-130 PM DJENNE Fakala Dramane Da 200 04° 08’ 00” W 14° 12’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-036 抽M-036 t1M-122 M-122 PM DJENNE Fakala Kombadiam 200 04° 12’ 00” W 13° 57’ 00” N 105% ○ ○ 5 60m 65 m
優M-037 抽M-037 t1M-124 M-124 PM DJENNE Fakala Waroyesso(Warayessa) 100 04° 14’ 00” W 13° 58’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-038 抽M-038 t1M-121 M-121 PM DJENNE Fakala Bougouni Daga 70 04° 09’ 00” W 14° 09’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-039 抽M-039 t1M-138 M-138 PM MOPTI CENTRAL Sio Kaga Mamou 200 04° 14’ 00” W 14° 19’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-040 抽M-040 t1M-136 M-136 PM MOPTI CENTRAL Sio Mousso Fandougou 200 04° 15’ 00” W 14° 20’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-041 抽M-041 t1M-135 M-135 PM MOPTI CENTRAL Sio Boussoura 200 04° 09’ 00” W 14° 22’ 00” N 105% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-042 抽M-042 t1M-134 M-134 PM MOPTI CENTRAL Sio Niamangaly 200 04° 00’ 00” W 14° 27’ 00” N 105% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-043 抽M-043 t1M-133 M-133 PM MOPTI CENTRAL Sio Diabi 200 04° 07’ 00” W 14° 24’ 00” N 105% ○ ○ 5 60m 65 m
優M-044 抽M-044 t1M-127 M-127 PM DJENNE Fakala Dédougou 200 04° 15’ 00” W 13° 55’ 00” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-045 抽M-045 t1M-125 M-125 PM DJENNE Fakala Samodoudou 200 04° 12’ 00” W 13° 57’ 00” N 105% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-046 抽M-046 t1M-128 M-128 PM DJENNE Fakala Diaba peulh 400 04° 12’ 09” W 14° 00’ 30” N 105% ○ X 4 80m 85 m
優M-047 抽M-047 t1M-129 M-129 PM DJENNE Fakala Biba 200 04° 14’ 00” W 14° 03’ 00” N 105% △ ○ 4 80m 85 m
優M-048 抽M-048 t1M-073 M-030 PM BANKASS Baye Boro 350 03° 20’ 00” W 13° 19’ 00” N 55% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-049 抽M-049 t1M-068 M-025 PM BANKASS Baye Ouro Saye 300 03° 15’ 00” W 13° 35’ 00” N 55% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-050 抽M-050 t1M-067 M-024 PM BANKASS Baye Gondjé Nédougou 200 03° 21’ 00” W 13° 48’ 00” N 55% ○ ○ 5 60m 65 m
優M-051 抽M-051 t1M-066 M-023 PM BANKASS Baye Ouro Eme (Oura Eme) 150 03° 18’ 00” W 13° 46’ 00” N 50% △ △ 3 50m 55 m
優M-052 抽M-052 t1M-046 M-003 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Néma 300 03° 45’ 00” W 13° 37’ 00” N 77% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-053 抽M-053 t1M-061 M-018 PM BANKASS Ouenkoro Sirakele 300 03° 48’ 00” W 13° 26’ 00” N 66% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-054 抽M-054 t1M-057 M-014 PM BANKASS Ouenkoro Léma 400 03° 40’ 00” W 13° 20’ 00” N 55% ○ ○ 5 80m 85 m
優M-055 抽M-055 t1M-048 M-005 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Ouori peulh 150 03° 44’ 00” W 13° 29’ 00” N 66% △ △ 3 100m 105 m
優M-056 抽M-056 t1M-041 M-088 PM KORO Dougouténé Ⅱ Boulérou 200 03° 10’ 00” W 13° 54’ 00” N 50% X ○ 4 60m 65 m
優M-057 抽M-057 t1M-043 M-090 PM KORO Bondo Doyel 300 03° 00’ 00” W 14° 06’ 00” N 50% △ △ 3 30m 35 m
優M-058 抽M-058 t1M-049 M-006 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Madina Ourou 400 03° 48’ 00” W 13° 35’ 00” N 77% ○ ○ 5 100m 105 m
優M-059 抽M-059 t1M-052 M-009 PM BANKASS Sokoura (Sokounl)

Mankanou(Mandanou) Boubèr
é 350 03° 49’ 00” W 13° 33’ 00” N 77% ○ ○ 5 100m 105 m

優M-060 抽M-060 t1M-054 M-011 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Guinamba (Guimamba) 350 03° 49’ 00” W 13° 39’ 00” N 77% X ○ 4 50m 55 m
優M-061 抽M-061 t1M-050 M-007 PM BANKASS Sokoura (Sokounl) Tégué 250 03° 47’ 00” W 13° 32’ 00” N 77% ○ △ 4 50m 55 m
優M-062 抽M-062 t1M-062 M-019 PM BANKASS Ouenkoro Mabèrè (Mabéré) 400 03° 48’ 00” W 13° 24’ 00” N 66% △ △ 3 100m 105 m
優M-063 抽M-063 t1M-038 M-086 PM KORO Dougouténé Ⅱ Barataguiné 300 03° 21’ 00” W 13° 58’ 00” N 55% ○ X 4 60m 65 m

優給M-001 抽給M-001 t1MM-002 M-141 AEP DJENNE Madiama Madiama 1,200 04° 23’ 03” W 13° 47’ 19” N 105% ○ ○ 5 80m 85 m

“優M-　”／“抽M-：人力ポンプ付井戸
“優給M-”／“抽給M：小規模給水施設
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b)小規模給水施設の抽出 

基本設計調査の初期に、｢マ｣国側から提出された候補村落リスト及び代替村落リストには、

両リストに重複して記載されたものや、手押しポンプ付深井戸建設対象村落と重複して記載さ

れたものなどがあったため、それらを整理した結果、カイ州 3 村落、セグー州 3 村落、モプチ

州 4 村落、合計 10 村落が小規模給水施設建設候補村落として残った。 
これらの 10 村落について、次のように対象村落を抽出した。 
設計の基本方針に基づき、人口 2,000 人以上の村落に対して、下記 10 項目の基準で○、△、

×の 3 段階の評価を行い、それぞれの評価区分に基づく配点を行って総合得点を算出し、総合

得点の順序で対象村落の優先順位とした。 

 
表 3.2.8 評価基準 

評価事項 ○ △ × 

１ 裨益効果（人口等） 4000 人以上 
4000 人 

～3000 人 
3000 人以下 

２ 伝統的井戸以外の既存井戸が少ない 全く無し 中位 多数あり 
３ 給水事情１（水源が 1km 以上と遠い等） 遠い 中位 近い 
４ 給水事情２（水量が少ない等） 少ない 中位 多い 
５ 給水事情３（表層水の水質が悪い等） 水質が悪い 中位 水質問題無し 
６ 主要道路からのアクセス状況 近い 中位 遠い 
７ 水管理委員会の有無 有り 立上げ中 無し 
８ 建設意欲 高い 中位 低い 
９ 社会経済状況（水価の支払い能力の有無等） 高い 中位 低い 
10 維持管理に対する意識 高い 中位 低い 

項目８～10 は新規小規模給水施設建設に対する意欲及び、運営・維持・管理に対する

経済条件や意識に関する事項である。 
 
評価基準マークの○、△、×に、それぞれ○：3 点、△：2 点、×：1 点を配点し、それらの

総合得点を評価した。各村落の評価及び総合得点は次表のとおりである。 

 
表 3.2.9 小規模給水施設対象村落の総合得点 

名
州 

評価事項 

村落名 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 採点 

Samé Plantation × △ × △ △ ○ ○ ○ ○ ○ 23 点 
Lany 3 △ × × △ △ △ ○ ○ ○ ○ 22 点 カイ 

州 
Diakaba × △ × △ △ × ○ △ △ △ 18 点 
Ko1ongotomo △ × × ○ × △ ○ △ ○ ○ 21 点 
Saminé ○ △ △ △ △ △ × ○ ○ ○ 23 点 セグー

州 Bamamba K01 △ △ × × ○ × ○ △ ○ △ 20 点 
Yoro ○ △ ○ ○ × × ○ △ × × 20 点 
Ouenkoro △ △ ○ ○ × × ○ △ △ △ 21 点 
Sokoura ○ × ○ △ × △ ○ △ △ △ 21 点 モプチ

州 Madiama × △ ○ △ △ ○ × ○ ○ ○ 23 点 
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表 3.2.10 小規模給水施設対象村落の建設意欲及び維持管理意識 

州名 対象村落名 給水施設建設意欲及び維持管理意識 

カ イ 州 Samé 
Plantation 

水管理委員会の委員に、水因性疾病の克服と小規模給水施設建設に
対する積極性が見受けられた。 

セグー州 Saminé 村落内の団結が強く、維持管理に対する認識を十分に持っていた。 

モプチ州 Madiama 水管理委員会は設置されていないが、同村落の調査時に、給水改善
のための会議を開催しているなど、建設意欲が強く感じられた。 

 
表 3.2.9 で高い総合得点を示す村落の中で施設建設意欲や維持管理意識の高い以下の 3 村落を、

本協力対象事業の小規模給水施設建設対象村落とする。 
表 3.2.11 小規模給水施設建設の対象村落 

州 名 Region サークル コンミューン 村落名 

カ イ 州 Kayes Kayes Samé-Diogoma Samé 
Plantation 

セグー州 Segou Segou Saminé Saminé 

モプチ州 Mopti Djenne  Madiama  Madiama 

 
小規模給水施設建設の候補村落でありながら、建設対象村落とならなかった村落については、

代替として、次のように人力ポンプ付深井戸建設の検討を行った。 
ⅰ)手押しポンプ、足踏みポンプ、現代的筒井戸等の衛生的な給水施設が少ないために、既存の給水施設

１ヵ所について、現在 2,000 人以上が対象となっている村落 

ⅱ)将来の維持管理に対する経済性や意識が高いと感じられる村落  

これらの事項について、下表の変更村落選定基準により検討を行った。 

表 3.2.12 人力ポンプ付深井戸設置への変更村落選定基準 

州名 村落名＼項目 既存給水施設 1 ヵ所 
あたりの村民数 維持管理意識等 備 考 

Lany 3 1,010 人   × ○  
カ イ 州 

Diakaba   500 人   × △  

Kolongotomo   610 人   × ○  
セグー州 

Bamamba K01 3,900 人   ○ ○ 採 用 

Yoro 5,920 人   ○ × 不採用 

Ouenkoro 1,660 人   × △  モプチ州 

Sokoura 1,440 人   × △  
 
検討の結果、前述のⅰ)項に該当する村落として、セグー州の Bamamba K01 村及びモプチ州の Yoro

村が該当した。しかし、Yoro はⅱ）項において問題があるため、人力ポンプ付深井戸建設に切り替え

る村落は Bamamba K01 村落のみとなり、この代替に｢マ｣国側は同意した。 

なお、ⅰ)項で検討対象村落の人口基準値を 2,000 人以上としたことは次の理由による。 

｢マ｣国の水資源開発基本計画（マスタープラン）では、人口 2,000～10,000 人の村落を小規模給水
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施設建設の対象としている。従って、本計画で小規模給水施設建設から外された人口 2,000 人を超え

る村落が優先的に代替え施設建設の検討対象となる。 

2）要請内容に対するその他の変更 

a)小規模給水施設用エネルギー源 

小規模給水施設の電源については、太陽電池の効率は気象や季節に影響を受けやすく、特に雨

期の効率が極端に低下すること、太陽光パネルの更新に高額な支出を要し、村民が負担できない

こと、盗難予防のためのガードマンの雇用に費用がかかりすぎること等の理由により、ディーゼ

ルエンジン発電に変更することとし、｢マ｣国側はこれに同意した。 

 

b)車輌搭載型井戸掘削関連機材等 

当初、「マ」国が要請していた車輌搭載型井戸掘削関連機材については、「マ」国では、現在、

各種機関を民営化或いは民間委託方式に切り替えていく政策を取っているため、水利局も同様の

方針で井戸建設部門を民間委託方式に移行中であるとして、基本設計調査の協議の段階で同要請

を取り下げた。 

c)「ギニアウォーム対策村落給水計画」時の調達済機材等の利用 

無償資金協力「ギニアウォーム対策村落給水計画(1994～1996)」において日本より調達した掘

削機材及び関連機材等 2 式は、現在モプチ州及びトンブクトゥー州の水利局支局が夫々1 式使用

している。しかし、現地調査の結果、全体的に老朽化し、特に掘削機櫓部のガイドレールや油圧

系統等の消耗が激しいことが判った。今後更に傷みが進み、掘削作業の能率に影響の出ることが

予想されるが、調達時に準備したこれらのスペアパーツは、既に使用され尽くしていた。 

このような状況のため､本協力対象事業に使用する場合、さらに掘削機の内部部品等のチェック

と交換が必要と考えられ、オーバーホール、パーツ補給等に要する費用は、新規に購入する価格

と同等或いはそれ以上を要することが判った。従って、「ギニアウォーム対策村落給水計画」での

調達機材の利用は行わないこととする。 

3）井戸の未着水時の対応 

対象村落には現在 1 村落あたり 2 地点で物理探査結果が得られている。これらの資料のうち、明

確な帯水層の捕捉出来ていない村落について詳細設計時に精密な物理探査を実施し、成功率を高め

ることとする。また、実施時に十分な水量と水質が得られなかった場合には、水利局（同支局）、村

落代表者及びコンサルタントが協議を行い、水量が 1m3に僅かに満たない場合でもこれら 3 者が合

意すれば成功井として認めることとする。但し、この合意の得られない村や空井戸については、代

替え井戸地点或いは代替え村落について協議する。 

4)成功率評価 

a)人力ポンプ付深井戸の着水確率 

対象 3 州の帯水層捕捉の確率は、水利局より入手の国連プロジェクト“ Project 
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DCTD/90/002(1992)4”のデータから、合計 2,347 孔の掘削井戸について 66.4%と算出され、それ

らの平均揚水量は約 7 m3/h を示す。本協力対象事業の人力ポンプ付深井戸建設では捕捉井の揚水

量を 1.0m3/h 以上とするため、捕捉率は DCTD/90/002 プロジェクトより高く設定できると考えら

れる。 

本基本設計調査の水理地質調査では各州を分帯し、それぞれのゾーンの地下水開発状況や水理地

質的条件を総合して、各ゾーンの開発の難易度を表わす“着水確率予想”を 45%～95%とした。 

それらの状況や他の水理地質状況の総合評価に対して、各ゾーンに 1～5 点の配点を行い、ぞれ

ぞれのゾーンに属する村落にそのゾーンと同等の着水確率予想値を配点した。 

 着水確率予想値は現実的にはおよそ±10%の誤差を有すると仮定し、人力ポンプ付深井戸建設の

全対象村落について、予想着水確率平均値の下限値、中央値、上限値を算出した。それらの値はそ

れぞれ 62%、69%、75%である。 

これらの値を、前述の DCTD/90/002 プロジェクトの捕捉率 66.4%や、同プロジェクトと本協力

対象事業で目標とする揚水量の差について検討し、本協力対象事業の詳細設計前の予想着水確率平

均値を 75%程度と評価し、詳細設計後の着水確率を 80％と推定する。 

b)人力ポンプ付深井戸の成功率評価 

人力ポンプ付深井戸掘削業務の成功率を、上記着水確率予想平均値と同等とし 75%と評価す

る。この成功率を確実にし、さらに 80%程度まで高めるため、詳細設計調査実施時に物理探査

の精査を行う必要がある。 

c)小規模給水施設用井戸の着水確率評価 

小規模給水施設用井戸の揚水量は、5 m3/h を想定しているため、着水確率予想平均値は 69%

と 75%の間に設定されると思われる。しかし、本小規模給水施設建設対象地域が河川寄りの地

域に立地することを評価し、小規模給水施設用井戸の着水確率予想値を、人力ポンプ付深井戸の

着水確率予想平均値の評価と同等の、上限値 75%とする。 

d)小規模給水施設用井戸の成功率評価 

小規模給水施設用井戸掘削業務の成功率を、上記着水確率予想平均値と同等とし 75%と評価

する。この成功率を確実にし、さらに 80%程度まで高めるため、人力ポンプ付き深井戸と同じ

く詳細設計調査実施時に物理探査の精査を行う必要がある。 

 

e)井戸の代替え地点の検討 

本協力対象事業の基本設計調査では、各対象村落で垂直探査法のみ実施しており、その測点数

は 1 村落につき 2 点のみである。他援助機関の場合、複数の種類の物理探査法を同一地区で組み

                                                  
4： UNDP(1992)： ANNUAIRE DES FORAGES No6（井戸年鑑）; Programme des Nations Unies Pour Le 

Developpement, Project DCTD/90/002,“Stratégies et Programmation du Secteur Eau à l’an 2000”報

告書, Rapport INF/ANN/9(Janvier 1992：井戸台帳) 
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合わせて行い、着水の確率を高める方法をとっているが、その場合でも 3～5 回程度の代替地点の

掘削を経て着水している井戸もある。 

本協力対象事業の場合、代替え掘削は現在 1 回しか実施できない状態である。そのため、設定

した成功率を確実なものとし、さらに 80%程度に高めるため詳細設計調査時に物理探査の精査を

行うこととする。 

物理探査方法としては、電気探査の水平探査法により水平的な地質・構造変化を捉えたあと掘削

候補地点を選定し、その後、その地点で垂直探査法により帯水層深度を把握し、最終的な掘削地点

と掘削深度を決定する方法を推奨する。 

カイ州では、磁性を持つ粗粒玄武岩が分布し、水質・水量がこの影響を受けている場合があるの

で磁気探査も有効であるため、採用を推奨する。 

 

3-2-2-2 施設計画 

1）人力ポンプ付深井戸 

タイプⅠの給水施設では、施設は①井戸（ケーシング、揚水管及びポンプ）、②上部構造(台座及

び排水路･浸透枡)で構成される（後出図 3.2.2～図 3.2.4）。給水原単位は、上位計画の SDRE 及び

PNIR の基準5に従い、１人１日当り 20ℓの給水量とし、１村１本の井戸を設置する。 

人力ポンプ付深井戸の仕様は以下のとおりとする。 

 

a)人力ポンプ付深井戸の仕様 

井戸の揚水量を、1m3/h 以上とする。ポンプは、手押しポンプ（インディアマリ型）を標準仕様とするが

、まとまった範囲の地域で静水位が深いモプチ州の中東部地域については足踏みポンプ（ベルネハイ

ドロポンプ 100 型）を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                  
5  ： 1998 年に農村インフラ整備事業（PNIR）の一環として、人口 400 人に満たない村落についても、手押ポ

ンプ付深井戸による給水施設 1 基以上を設けることが新方針として加えられた。 
 

b)井戸の掘削仕様 

ⅰ) 掘削孔径                     ：7-5/8 インチ 

ⅱ) 口元ケーシング部掘削孔径   ：9-5/8 インチ 

ⅲ) スクリーン・ケーシング孔径  ：5 インチ PVC 或いは FRP 製 

ⅳ) 主要帯水層部分にスクリーンをセットし、その後、その他の帯水層を含め、最上部の帯水層と

判読された部分以深に砂利充填を行う。 

ⅴ) 砂利充填部分の直上には汚水遮水用のベントナイトペレットを充填し、それより上部は埋め戻

し、地表部分を整地する。 

ⅵ) ポンプ座建設まで仮蓋を施す。 
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c）ポンプ台座仕様 

ⅰ)手押し式ポンプ（インディアマリ型）：四角型、3.5m×3.0m、排水路5m及び浸透枡1m×1m付属 
ⅱ)足踏み式ポンプ（ベルネハイドロポンプ 100 型）：四角型、2m×2m、排水路 5m 及び浸透枡1m×

1m付属 
d）人力ポンプの揚水管仕様 

 
 
 

2)小規模給水施設 

タイプⅡの給水施設である。施設は①井戸、②ディーゼル発電室（コントロールハウス）、③配水

塔及び配水タンク、④配水管網、⑤共同水栓で構成される（後出、図 3.2.2、図 3.2.6～図 3.2.11）。 

a)基本諸元 

水資源開発基本計画（マスタープラン）は、3-2-1 (7)に示すとおり人口に応じて給水施設の種類、

給水原単位について規定している。これと現地調査結果を基に細部を以下の通り計画する。 

ⅰ)計画人口は5年後の推定人口とし、その人口伸び率は対象3州平均の年2.3%とする。 

ⅱ)計画給水量は1人1日20ℓとするが、住民の既存水源の使用も考慮し、本協力対象事業による給水量

は、計画給水量の80%とする。 

ⅲ)配水塔容量は、給水量及び需要量の時間的変化を推定して求める。この場合給水時間を8:00～12:00、

15:00～18:00とし、配水塔容量の最小値を20m3とする。 

ⅳ)井戸は1施設1孔とし、揚水量を5m3/hに設定する。 

以上の結果、小規模給水施設の規模は次表のとおりまとめられる。 

 
表 3.2.13 給水施設規模 

要請人口 計画人口 計画給水量 配水塔容量 共同水栓数 
州名 村落名 

(人) (人) (m3/d) (m3) (ヵ所) 

Kayes Samé Plantation 2,000 2,241 35.9 20 6 

Segou Samié 4,651 5,211 83.4 35 13 

Mopti Madiama 2,500 2,801 44.8 19 7 

*配水塔容量は、推定井戸揚水量(流入)と需要(流出)を時間ごとに計算して推定する。 

 
 
b)配水管及び共同水栓 

配水管及び共同水栓の数量は表 3.2.14 の通りとする。 

ⅰ)手押し式ポンプ（インディアマリ型）     ：内径 30mm ステンレス 

ⅱ）足踏み式ポンプ（ベルネハイドロポンプ 100 型）：内径 26mm 硬質ポリエチレンパイプ 
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表 3.2.14 配水管及び共同水栓の数量 
計画人口 配水塔規模 配水管延長 共同水栓数 

州名 村落名 
(人) (m3) (m) (m) (ヵ所) 

Kayes Samé Plantation 2,241 20 H=10 872.4 6 

Segou Samié 5,211 40 H=10 3,921.3 13 

Mopti Madiama 2,801 20 H=11 1,992.0 7 

 

管径別管路延長は次表の通り。 

 
表 3.2.15 管径別管路延長       単位ｍ  

州名 村落名 65mm 管 75mm 管 100mm 管 計 

Kayes Samé Plantation 549.0 304.2 19.2 872.4 

Segou Samié 1,316.3 2,258.9 346.1 3,921.3 

Mopti Madiama 894.0 539.0 559.0 1,992.0 

 
配水管網は現在図 3.2.8～図 3.2.10 のとおり想定する。しかし、小規模給水施設用井戸の建設は、

今後行われるため、同図のなかで井戸位置は決定的な位置ではなく、井戸位置から配水塔に至る部分

は、今後井戸掘削の結果によって変更の可能性がある。 

 

c)給水施設主要部の構造 

配水管網を除く給水施設主要部の構造は図 3.2.5～図 3.2.7 のとおりである。 

ⅰ) 井戸施設： 井戸ポンプは「マ」国で一般に普及し、使用実績が多い水中モーターポンプを採用

し、ライザー管は鋼管とする。その立ち上がり部に空気弁、コントロールハウス通過部に連成

計、逆止弁，仕切弁、量水器を設置する。 

ⅱ) 電 気 室： ディーゼル発電機及びその操作盤を設置する電気室は、井戸施設のそばに築造す

る。規模は4.0ｍ×3.4ｍ、構造はコンクリート造り、ブロック壁とする。 

ⅲ) 配 水 塔： 構造は鋼製とする。配水塔にフロート弁、オーバーフロー管、排水管、水位計、

通気孔を設ける。 

ⅳ) 送配水管： 配管材料は、埋設部を PVC、ポンプ周りの露出部を鋼管とする。埋設管路の周り

は砂基礎で保護する。管路の付帯工として、分岐部には仕切弁、配管の高位部には空気弁，低

位部に排泥弁を設け、付帯工ボックスはコンクリート造りとする。 

ⅴ) 共同水栓： 共同水栓はコンクリート造りとし、φ13mm の横水栓を 2 個取り付ける。共同水

栓手前に量水器、ストップバルブを取り付ける。 

各州の水理計算結果を表 3.2.17～表 3.2.19 に示す。 
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3-2-2-3 資機材計画 
1）人力ポンプ 

「マ」国内で一般的な人力ポンプは、手押し式のインディアポンプであり、足踏み式のベルネハ

イドロポンプが普及傾向にある。それぞれのタイプに通常揚程型及び高揚程型の 2 型式がある。両

タイプともヨーロッパで半完成品として製作され、｢マ｣国内で代理店が完成品とし、予備部品の供

給も行っていることから入手は容易である。 

｢マ｣国で普及しているインディアポンプは、インディアマークⅡ型の亜型式のインディアマリ型

である。ベルネハイドロポンプには、標準型の HPV60 型、高揚程型の HPV100 型がある。

それぞれの型式の特徴は次表のとおりである。 

 

表 3.2.16 インディアポンプ及びベルネハイドロポンプの比較表 

 

 

                                                  
 
 

手押しポンプ(India Mali型) 足踏みポンプ(Vergnet型)

標準型 高揚程型 HPV60 HPV100

原産国 フランス フランス フランス フランス

現地代理店 有り 有り 有り 有り

汲み上げ、吐出方式
プランジャーによって
押し上げ、自然流下に
よる吐出。

プランジャーによって
押し上げ、自然流下に
よる吐出。

圧力による押し上げ、
押し出し。

圧力による押し上げ、
押し出し。

地上部分 亜鉛鍍金鋼 亜鉛鍍金鋼 亜鉛鍍金鋼 亜鉛鍍金鋼

揚水管 ステンレス ステンレス HDPE HDPE

ポンプ本体 ステンレス及び砲金 ステンレス及び砲金 ステンレス ステンレス

最大揚程 45m 90m 60m 100m

設置の簡便性

井戸元での管の接続な
ど、長時間の作業が必
要。
パイプが鋼製のため、
重量がある。

井戸元での管の接続な
ど、長時間の作業が必
要。
パイプが鋼製のため、
重量がある。最大深度
への設置には、三脚と
手巻きウィンチが必要

地上で組み立てが可能
で、井戸元での作業時
間が短い。
パイプがHDPEのため、
比較的軽量。

地上で組み立てが可能
で、井戸元での作業時
間が短い。
パイプがHDPEのため、
深度の割には比較的軽
量。

△ × ○ △

メンテナンスの簡便性
消耗品交換のために、
揚降管が必要。

消耗品交換のために、
揚降管が必要。

消耗品の交換は、地上
で可能。

消耗品の交換は、地上
で可能。

△ × ○ ○

日常メンテナンス費用 安価 安価 安価 安価

○ ○ ○ ○

消耗品
ピストンパッキン及
び、ハンドル支点のカ
ラー。

ピストンパッキン及
び、ハンドル支点のカ
ラー。

通常はピストンパッキ
ンのみ。

通常はピストンパッキ
ンのみ。

△ △ ○ ○

現地での普及性
ほぼ全国に同じメカニ
ズムを持ったポンプが
普及している。

ほぼ全国に同じメカニ
ズムを持ったポンプが
普及している。

部分的に普及してい
る。

部分的に普及してい
る。

○ ○ △ △

価　　　格 やや高価 高価 普通 やや高価

△ × ○ △
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以上の特徴を整理し、本協力対象事業では人力ポンプの採用を次表の基準で検討する。 

 

表 3.2.20 人力ポンプの評価表 

 
手押し式のインディアマリ型ポンプはインドの会社が特許を有するインディアマークⅡ型の｢マ｣国

仕様のものでほぼ｢マ｣国の全域に普及しており、各地域の修理工が同型式ポンプの修理の知識を持っ

ている。インディアマリ型には標準型と高揚程型があり、両者の相違点は、後者がピストンリングを

改良することで高揚程の揚水を可能にし、寿命も延長していることである。また、インディアマリ型

ポンプは｢マ｣国の特別仕様として揚水管および揚水ロッドが腐食に強いステンレス製になっており、

そのため揚水管が重く、作業に不慣れな村人が修理に参加する場合注意を要する。また、ステンレス

製であるため、他の国で普及している一般的なインディアマークⅡ型より高めの価格が設定されてい

る。インディアマリ型は標準型の足踏み式ベルネハイドロポンプに比べても価格はやや高いが、既述

のとおり｢マ｣国内で広く普及しているため、維持管理のための修理工が多数育成されている。従って、

ピストン部分の設置深度が 40m 程度より浅い地域ではインディアマリ型を優先する。 

一方、ベルネハイドロポンプはその揚水機構が、足踏みの圧力による押し下げ、押し出し式であり、

その構造から手押し式ポンプより容易に揚水ができる。また、押し下げ用の加圧管及び押し出し用の

揚水管は硬質ポリエチレンパイプ製であるため軽量であり、設置時の簡易性に優れている。ベルネハ

イドロポンプは、消耗品であるピストン部分が地表直下に設置されるため、ピストンリング交換等の

日常のメンテナンスが容易で、作業に不慣れな村人でも比較的容易に補修に参加できる。また、ポン

プの吐出口よりも高い位置まで揚水することが可能であり、水質改善の為の除鉄装置等の設置が容易

である。 

ただし、足踏み式ベルネハイドロポンプはインディアマリ型に比べ｢マ｣国内での普及率は低く、地

域によっては新たに修理工の養成などが必要であると思われる。本協力対象事業では、まとまった広

い範囲に及んで地下水の静水位が深いモプチ地域でベルネハイドロポンプの利用を計画する（表

3.2.21）。 

採用条件 手押しポンプ(India Mali 足踏みポンプ(Vergnet型)

タイプ 設置深度 標準型 高揚程型
標準型
HPV60

高揚程型
HPV100

40m程度 ◎ △ ○ △
40m以深 × △ × ◎
40m程度 × × ◎ △
40m以深 × × × ◎

◎： 推奨する

○： 地域内の普及率が高ければ推奨する

△： 設置可能

×： 推奨しない

ポンプ

付帯設備
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表 3.2.21 Vergnet HydroPompe 100 型設置予定村落抽出表：モプチ州 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

14°00' N

3°42' W

②

①③

3°05' W

KORO村

優VpM-002 抽VpM-002 t1M-016 M-063 PM KORO Dioungani Dioungani
(Diombam) peulh ① 02° 44’ 00” W 14° 18’ 00” N ○ ○ 5 100m 105m

優VpM-003 抽VpM-003 t1M-013 M-060 PM KORO Dioungani Aldouma ① 02° 41’ 00” W 14° 16’ 00” N ○ ○ 5 100m 105m

優VpM-004 抽VpM-004 t1M-014 M-061 PM KORO Dioungani Komini ① 02° 36’ 00” W 14° 18’ 00” N ○ ○ 5 100m 105m

優VpM-005 抽VpM-005 t1M-011 M-058 PM KORO Dinangourou Guimini ① 02° 22’ 00” W 14° 21’ 00” N ○ ○ 5 100m 105m

優VpM-006 抽VpM-006 t1M-012 M-059 PM KORO Dinangourou Sari ① 02° 21’ 00” W 14° 24’ 00” N ○ ○ 5 100m 105m

優VpM-019 抽VpM-019 t1M-073 M-030 PM BANKASS Baye Boro ② 03° 20’ 00” W 13° 19’ 00” N ○ ○ 5 100m 105m

優VpM-001 抽VpM-001 t1M-018 M-065 PM KORO Dioungani Logossaye ① 02° 49’ 00” W 14° 16’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-007 抽VpM-007 t1M-004 M-051 PM KORO Yoro Bodoli ① 02° 14’ 00” W 14° 14’ 00” N △ △ 3 80m 85m

優VpM-008 抽VpM-008 t1M-010 M-057 PM KORO Dinangourou Alcoumbourou ① 02° 08’ 00” W 14° 28’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-009 抽VpM-009 t1M-008 M-055 PM KORO Yoro Nassonnéle ① 02° 07’ 00” W 14° 10’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-012 抽VpM-012 t1M-002 M-049 PM KORO Yoro Lofo( Lofa ) ① 02° 00’ 09” W 14° 17’ 22” ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-013 抽VpM-013 t1M-057 M-014 PM BANKASS Ouenkoro Léma ② 03° 40’ 00” W 13° 20’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-015 抽VpM-015 t1M-065 M-022 PM BANKASS Baye Kari ② 03° 28’ 00” W 13° 20’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-016 抽VpM-016 t1M-040 M-140 PM KORO Dougouténé Ⅱ Tansago
(Tansagou) ② 03° 23’ 00” W 13° 53’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-020 抽VpM-020 t1M-070 M-027 PM BANKASS Baye Minta ② 03° 19’ 00” W 13° 34’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-021 抽VpM-021 t1M-071 M-028 PM BANKASS Baye Ouro ② 03° 19’ 00” W 13° 26’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-023 抽VpM-023 t1M-069 M-026 PM BANKASS Baye Oufou ② 03° 17’ 00” W 13° 31’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-024 抽VpM-024 t1M-068 M-025 PM BANKASS Baye Ouro Saye ② 03° 15’ 00” W 13° 35’ 00” N ○ ○ 5 80m 85m

優VpM-010 抽VpM-010 t1M-007 M-054 PM KORO Yoro Kindi ① 02° 03’ 00” W 14° 13’ 00” N △ △ 3 60m 65m

優VpM-011 抽VpM-011 t1M-005 M-052 PM KORO Yoro Yansolga ① 02° 02’ 00” W 14° 13’ 00” N ○ ○ 5 60m 65m

優VpM-017 抽VpM-017 t1M-038 M-086 PM KORO Dougouténé Ⅱ Barataguiné ② 03° 21’ 00” W 13° 58’ 00” N ○ X 4 60m 65m

優VpM-018 抽VpM-018 t1M-067 M-024 PM BANKASS Baye Gondjé Nédougou ② 03° 21’ 00” W 13° 48’ 00” N ○ ○ 5 60m 65m

優VpM-025 抽VpM-025 t1M-041 M-088 PM KORO Dougouténé Ⅱ Boulérou ② 03° 10’ 00” W 13° 54’ 00” N X ○ 4 60m 65m

優VpM-014 抽VpM-014 t1M-072 M-029 PM BANKASS Baye Ourokouin
(Ourokonin) ② 03° 29’ 00” W 13° 26’ 00” N ○ ○ 5 50m 55m

優VpM-022 抽VpM-022 t1M-066 M-023 PM BANKASS Baye Ouro Eme (Oura
Eme) ② 03° 18’ 00” W 13° 46’ 00” N △ △ 3 50m 55m

Villages note優先
順位

Temp.
No. CercleGeoph.

No. Commune

Coordonées

着水
予想
深度

Type de
Ponp抽出

物理探査

Lat. se-2Long. se-1
掘削深度

配点
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2）小規模給水施設用ポンプ 

小規模給水施設用深井戸に使用されるポンプとしては、水中モーターポンプが一般的であり、か

つ「マ」国での使用実績が多く、調達が可能であるため、この形式を採用する。 

なお、本計画で採用される水中モーターポンプの仕様は以下のとおりである。 

 
表 3.2.22 水中モーターポンプの仕様 

地 域 吐出量 全揚程 モータ出力 

カ イ 州 Same Plantation 0.086 m3/min 50 m 2.2 kw 

セ グ ー 州 Saminé 0.199 m3/min 50 m 4.0 kw 

モ プ チ 州 Madiama 0.107 m3/min 50 m 2.2 kw 

 

3）ディーゼル発電機 

｢マ｣国から要請のあった太陽光発電システム及び｢マ｣国の地方部で従来から利用されてきたディー

ゼル発電システムは下表のような優劣性を伴う。 

表 3.2.23 ディーゼル発電方式及び太陽光発電方式の比較表 
項 目 ディーゼル発電 太陽光発電 

発 電 方 式 ディーゼルエンジンの動力を発電機に

伝達し、電気エネルギーを得る。 

太陽光エネルギーをソーラパネルの半導体

に照射させ、内部電子エネルギーを電気エネ

ルギーとして得る。 
初 期 投 資 費 用 太陽光発電の 1/2 程度。 ディーゼル発電方式の 2 倍程度。 

耐 用 年 数 定期的に補修を行うことにより 10 年以

上使用可能。 
ソーラーパネル自体の寿命は 10 年以上使用

可能。 

維 持 管 理 定期的に燃料補給、部品交換、オーバー

ホールが必要。 

発電効率を最大限にするために、ソーラーパ

ネル上の塵埃除去作業が必要。しかし日常的

に行うことは稀。パネルの盗難防止のためガ

ードマンの雇用が必要。 

保 守 技 術 エンジン、機械の知識、日常の整備意識

が必要。 特には必要無し。 

エネルギー効率 良好 低い 

電 力 安 定 性 常に一定の電力を安定して供給できる。 天候、時刻、季節によって大幅に変動し、 
特に、雨期に稼働率が激減する。 

環 境 影 響 二酸化炭素等の排出 
騒音の発生 

環境への影響なし 
植生の状態、砂塵状況に影響を受けやすい 

据 付 方 法 発電機を収納する小屋が必要。 屋外に、開放状態で設置する。 
「マ」国内の実績 カイ州での実績は多い。 セグー州、モプチ州での実績が多い。 

総 合 評 価 燃料が容易に確保できる状況であれば、

年間を通じて安定的に電気が得られる。 
雨期が短いか皆無の地域や、ソーラーパネル

破損の可能性の無い地域で有効である。 
 

太陽光発電の場合初期投資及び更新費用が高額であるが、日常の運転費用は軽微である。しかし、

長期的な維持管理のために、日常から更新時を意識した料金徴収体系の確立されていることが必要で

ある。 

また、太陽光発電は天候、時刻、季節特に雨期の影響を受けるために稼働率の変動が大きく、年間
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を通じた安定的な電気の供給ができず、太陽光発電システムに熟練した修理工の数は、ディーゼル発

電機に熟練した修理工の数に比べ僅かである。 

一方、ディーゼル発電機の運転のためには日常的な燃料の補給が必要であるが、裨益者による水料

金の徴収が適格に行われ、適切な運営維持管理業務が実施されれば、天候、時刻、季節特に雨期の影

響を受けずに安定した電気の供給が可能である。 

｢マ｣国では、車輛やバイク等の修理、解体、部品回収、再利用等が日常的に行われており、発電機

等の修理に関する知識を得た技術者は多い。部品の供給については、首都及び地方都市で一般的な部

品の入手が可能である。 

以上の特徴を整理し下記のように検討を行った結果、本協力対象事業ではディーゼル発電方式を採

用することを推奨する。 

なお、本計画で採用されるディーゼル発電機の仕様は、Samé Plantation 及び Madiama は 10kVA、

Saminé は 20kVA となる。 

 

4）配水塔  

本計画の配水塔は高さ 10m 程度で、貯水槽は容量 20m3から 40 m3である。その構造形式としては、

鉄筋コンクリート製、鋼製、FRP 製が考えられる。これらの特徴は下表の通りであり、本計画では、

「マ」国での実績が多く、かつ調達が可能な鋼製を採用する。 

 
表 3.2.24 配水塔の資材 

形 式 鉄筋コンクリート製 鋼 製 FRP 製 

特   徴 容量に関係なく施工可能
であるが、地上式が多い。 

小容量、水槽位置が高い場
合に適用される。 

鋼製と同様の条件である
が、鋼製に比べ一般に高価
である。 

｢マ｣国での実績 小容量での実績はあるが
少ない。 同等規模での実績は多い。 輸入製品であり、実績は少

ない。 
採   用 × ○ × 

 
 
5）ケーシング及びスクリーン 

ケーシング・スクリーンの材質としては PVC、鋼管、ステンレス管、FRP 管等がある。下表

に各々の特性を記す。 
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表 3.2.25 ケーシング・スクリーンの材質 
比較事項 PVC 鋼管 ステンレス FRP 
設置可能深度 100m まで 200m 以上 200m 以上 200m まで 
水質による腐食  なし あり なし なし 
電気的腐食 なし 組み合わせによりあり 組み合わせによりあり なし 
コ ス ト 安価 安価 高価 やや高価 

評 価 100m までに採用 
○ 

腐食あり 
× 

高価 
△ 

100m 以深に採用 
○ 

以上の特性により、深度 100m までの井戸には PVC ケーシング・スクリーンを、100m 以深

の井戸については FRP ケーシングを設置することを標準とする。但しケーシングの耐久強度に

ついては井戸毎の孔内状況、作業手順によっても変化するので、施工時の孔内状況を判断して

井戸毎にケーシング材質は判断するものとする。 
 

3-2-3 基本設計図 
対象施設は、①人力ポンプ付深井戸、②ディーゼル発電機エネルギーによる給水施設（以後、小規

模給水施設と記載する）である。人力ポンプ付深井戸と小規模給水施設用井戸の構造に基本的な相違

はない。 

(1) 人力ポンプ付深井戸 
井戸の基本設計を図 3.2.2 に、人力ポンプの基本設計を図 3.2.3 に、人力ポンプ台座の基本設計を図

3.2.4 に示す。 
人力ポンプ付深井戸のポンプは、基本的には手押し式（インディアマリ型）とするが、既存井戸の

静水位がまとまった範囲で 60m を越えるモプチ州バンカスサークル東部以東の地域では、揚水時の労

力が少なく、軽微な修理が容易に行いやすい足踏み式（ベルネハイドロポンプ 100 型）を採用する。 

(2)小規模給水施設 
小規模給水施設用井戸と人力ポンプ付深井戸用井戸の構造に、基本的な相違はない。 
水中モーターポンプの基本設計を図 3.2.5 に、ディーゼル発電室（コントロールハウス）の基本設計

を図3.2.6に、配水塔及び配水タンクの基本設計を図3.2.7に、配水管網の基本設計を図3.2.8～図3.2.10
に、同水理計算表を表 3.2.17～表 3.2.19 に、共同水栓の基本設計を図 3.2.11 に示す。小規模給水施設

は、人口 2,000 人以上の村落の中から抽出された村落に、下記の仕様で建設する。 
 
 
 
 
 
 
 

1) 深井戸ポンプは、一般に普及している水中モーターポンプとする。 

2) ポンプの電源は、空冷式ディーゼル発電機とする。 

3) 配水塔の材質は、｢マ｣国で普及している鋼製とする 

4) 配水塔の最小容量は、20m3とする。 
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図３.２.２  井戸の基本設計図

遮水セメンチング
深度 5m

0 GL 0.5m 地質 深度(m)
土壌

砂質土
5m

10 粘性土
～

埋戻し ラテライト
200A"鋼製仮ケーシング
200A Sch-40

20 OD: 216.3mm 口径: 9-5/8" 20
ID: 199.9mm 244.5mm
t: 8.2mm 泥水掘削(100%)
（掘削終了後引き抜き） 粘性土

30

遮水（ベントナイトペレット） 口径: 7-5/8"
193.7mm

DTH(100%)
40 中硬岩

砂利充填

50
セントラライザー

5"PVCケーシング 中硬岩
5"PVC ～

60 OD: 140mm 硬岩
ID: 125mm
t: 7.5mm

70

5"PVCスクリーン
5"PVC

80 OD: 140mm
ID: 125mm
t: 7.5mm
スリット: 0.5mm
開孔率 3%

90 90

ボトムプラグ

5

15

70
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図３.２.５  水中ポンプの基本設計図

コントロールハウス内 
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